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BBS RBA Ke T (2) 
Sa 1 BK mR 
mk の # 要 
BRODH WARIS 4 TAC ath, 之 を それ ぞ ざれ he, SH, eb ce, tA 
RLF 前 の 三 者 は 事務 所 を 中 心 と し て ほ ゞ 東西 に 配列 し , 最後 の 者 は 
DAH MES MDE BOK, 事務 所 の 西方 シュ マッ タナ ィ Be 
側 丘 陵 の 東山 腹 及 び 頂 上 階 近 に 露頭 を 有 し て , 地下 に 東西 に 潮 絡 し , SSB 
床 は 事務 所 北東 に 党 り , シュ マッ タナ ROR ROAM HLL, & be 
DORA RO 東 許 面 山腹 以下 , セト セ 潤 に 面 せる 部 分 に あり 。 BOM 
確 床 は , 北 に 夢 れ て 同 丘陵 の 北部 頂上 附近 の 西 多 面 に 局 し , 相 谷 汐 及 び 棒 杭 
澤 の 奥 に 於 て 南北 に 隊 絡 す 。 
きのう 5 HRER BRU OHS be MRR ES, SARCTKR 
も 重要 な る は HG, UDB MBOK IC に し て , 釜 場 確 床 は 未だ 大 な る BR 
3" 
aM 2 TT ROME S ROMO, HE 


i 
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及び PEED 奥 に 在 0, HAR 110~150 m に 位 す 。 明 治 40 年 の 遂 見 に か 
SO, MERE ANC ER RUMI KOCH 6 th, 営 時 は 上 馬車 軌 道 あ 以 て 製 錬 所 
LW Gira bb, SAGA EMO HS tr TMEV 6 Se 従 つ て , その 
WY WED NRE 3B, PA ZRHKDHED OE Shr Lb, 路 天 堀 四 周 の 切 取 跡 は 
SHOWERS ZITAT SI, その 上 年 は 麻理 整然 た 
る 凝 旅 質 頁岩 に し て , ほ ヾ 南北 の 訂 向 を 有 し , 繧 慢 な る 背 狼 構造 を 以 て 東西 
MNT LLL KO BIRE 2 ld SHI va SC 直立 し , その POA. 
武 岩 に 類 す 。 下 生 は EIR AO MEY Sa SEO UT, BRIBE 
の 磯 化 せら れ た る も の に 類 す れ ども , HBP EHS LIMA <, 40m Hr 
HU FICE COA, BUR 6 ORR UBCE BLY 6S CBSE) FALEOM 


第 = 園 
i oe a ee 


Sh. 北 灰 質 頁 岩 ty ANE at 
LL. ARCS ik. Be fk 


RES OPIS Slr, BORA AS 15 REECE O HE KEES 2 AOR 


NZ kD Mth eR, COR RAM PICS OR RUC OREA® HL, ZICH 


率 を 伴 な へ る も の ・ ゝ 如 し 。 

本 訂 床 は 既に 大 部 分 堀 り 姜 され て , 今日 詳細 を 知る 能 は ざれ ども , SOME 
PHI LOO ARS, AEN TOOK, 大 日 方 , HEN RO RBC (KOT 
$B 1~, WIS. OAC I BA BME RCE DY, 其 後 の 


1) 大 日 方 順 三 , 前 出 。 
2) FEMMES, 前 出 。 
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PLEAS Biv dats B ABSNCIIA Ly 下部 に 於 て は ROAR J548 BHU 
Wie WK LC ARE OBE S 部 分 を 貫 ね くに 過ぎ ざれ ども , 上 部 に 趣 
くに 従 つて 次 第 に と を 交代 LTE ICES 0, BCAEO FRCL, 2% 
MW DTIE SRK BET 0 FEOT, その 上 部 に 於 て は NWN~SES に 約 250 
m, AIC HIG IMIS 50m に 拓 が れ ど も , 有 厚 さ は 概ね 10m 以内 に し て , 特に 
その 北端 部 に 於 て は 1m 以内 の 薄 計 を 成す に 過ぎ ず , た ヾ その うぅ ちの BH 
記 の み , 1025m OIF SILL THBPIRIS ZO PK LO FEMUR LL, Ble 
URUK BEALS o FRM 4 5 DHLARNY FERS B (dS OH LOWARIC HDS 
部 分 に し て , PAIR CLE LARUE OSES AC, UK eB 
る 部 分 を 経て , HENRI OD ABS 1h SHARK) BIRZOKD BEMIS BIL TS 
BRET 6 \ 

HEL $s DRED (SL TR 2 90 EE PIHEA Lt SRE RBCS OBIE 
ぎ こ れ より の 分 離し た る ROKVAWAE IC a 2 ARIS, 10 BREED oh OD BURA WR Ze 
辿っ て 多量 の 球 酸 分 と 確 石 の 一 部 を こ ゝ に 沈 減 し , 更に 上 昇 し て 頁岩 の 施 
麻 に 和 被 は る ほす 部 分 に 食す る に 及 ん で て, CCA UT 母 岩 を 交代 し , 黄 鐵 
OS, RESHWE, PORES, Ty PURSE OOH BME IS BEA VERE LO » , Ze IC HED 
REEDEASLe 

セト セ 硫 床 事務 万 の 東方 約 1.5 km COLL RAB REIT S t ORI 
以下 の セト ャ を 洋 狼 面 に 在り , 明治 23~24 年 頃 最も 早く 在 見 せら れ , 明治 4 
~42 年 頃 大 ん に 探 確 せ られ て 若 下 の 前 石 を 出せ る 8, FAR BBC GH, 

MAL MDA SH Eb, 大 日 方 氏 の その 頃 の 調査 に 擦れ ば , AUK 
WHE 2 HU SRR ROBE b, TO Lem A 
と の 境 に 沿う THBEL, Civic PMSA RACE PIC UKE FR 
Wee Mt £b, VAC RSS > BPEL CRC MRKOBERE LOT, AR 


1) 大 日 方 須 三 , 前 出 。 
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流 才 岩 を 交代 し , 長 さ 約 50 m, 幅 及 び 深 さそ れ ぞ ざれ ね れ 約 10m に 達する も の の 
如 

Sm 事務 所 の 東方 約 0.5km の 山腹 に あり , これ また 今 は 殆 ん と ど 許 
HEC 6 AME b, ARR E KIL その 角 春 凝 族 岩 中 に AS A HOR 
WEA KIS UT, HERO BSS US HELE SEO ML. FA KES 
OMA RO Bk et 2 PRE LIES Sb, HEKOAKEBISH SO ABIS So 

BBR 事務 所 の 西方 山腹 及び 山頂 附近 に あり め り , 地 下 に て 互 に 浴 絡 す 。 
本 礁 床 は その 構造 最も 複雑 に し て , STATIS BR < POBRIR Ae FEM THE 
も , 訂 理 整然 た る 頁岩 を 挟む 部 分 あめ , 叉 粗 粒 玄武 岩 , BRUBECK Bam 


第 
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Om.LeveL, Nisut Kozawa 


Ah. fq DUR D. HUH Lahey 
SABRE Sh. VEPRETECH 黒色 部 wR fk 


> BI OA 6, TCH OW HS CUS FAD Ze 2 I= OEY 6 4 0 
CeO EB 2 SEIS BEC 観察 する に , AHA (KTOAD EO 
約 140m 程 S80'W に 進み , 次 に N 80° W eT 170m, ZH YO — HAL 
(HOC 更に 西北 西 に 向 ふ 。 そ の 間 主 と し て 粗 粒 玄 武 岩 中 を 貰 ぬ き , 一 
見 この 万 域 の 南 御 を 占 む る 本 岩 の 大 塊 中 か 過 ぐる が 如き る も, 本 岩 は 譜 所 に 
頁岩 の 薄 居 を 兵 み , 特に 通 洞 西部 より, BUUSTO MSE, SADR KU IRIS 
BOUTS, VA OMS, A & PBI & OFUCYY 5 CARR EL 
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Chee 0, MIOMIEMES CATR 32m 前 後に 過ぎ ず 。 然 れ ど も また 東部 に 
FEU, それ ら の 岩石 の 居 理 を 横切り て 岩 彡 を な し , 特に 通 洞 以下 100 eat 
道 に 於 て は , 複雑 分 岐 せ 0 。 

DOR (SAMS & LC RPG IC HE OS, JENS GU Ute 2 URL, 上 部 に 於 て は 
HED RDG (SPIKE LC, BMD v > HRT Re Eb, FABIA CIR 
れ そ ね 北東 及び 北西 に POT, 淡 第 に 中 央 部 に 合 一 し , HIRAI ES Bit 
Vo CORR, AW (LAC HST id, 東部 と 西部 と は その 間 凡 そ 200m を 
Ba C » 90 L, 東部 は 約 60m に 言 つ て 東西 に 延び , 西部 は 約 150m tO 
て 東南 よめ 西北 に 延び , 地表 に 向 つ て 更に 敷 与 に 分 岐 す れ ど も , 通 洞 下 100 
KEG TS, 東部 の も の は 200m 以上 に 延び て , 西部 と の 間隔 100 m 
(WU, 更に 100 RFD 200 RHI Ts, ABBE IEA LPG BBIE RR と 
emi L, TOR SHELS MEO. 

< 426 A EROMAK & 8, HVAC IA TS BECHARA WRO LE YES て 
HEL, il BE OMAR ERST OMS &, TORI MBCA ES 
DPE O LBOSLS>8OH9, MKS KIEMYMR2 LT ZO 5 

に 移 化し , 粗 粒 玄 武 岩 と は 明 界 を 有する を 常 と す 。 ま た 100 RH cH 
て は , BOARS CO MK Lit, FECA & ORNIRIS IE BRO. ZRY 
て で て 和 制 断 す る に , AURIS RRS, A, YEE BC 最後 に 
WEA Lic BALLMACIRIC OW I, COMBI 沿う て LUT OB 
BO, KAN KPH PTZ RRB ELS ED LBES <, 100 RH 
SACHS TS BS ORIG PILIBA L, RS SOP CURA PALS B,C 
Di = CUS BC BRT A HD DIRK KT ICB ESO LEO. ML, Mle 
CO Rit OLR L UT, BAILA OR TRICHY S EDANES, 
CU OMAORMR AH 6 De OF. 
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RAODBR EB 

Ole & UCHR O Bi ORR S 集合 よめ MO, 標 式 的 の 
HEB MT 2 Eb, ZILA YORE OAM PE EGS DO oP IEA 
PHWGANZ IS Td, SO _LABED BAKO MIP SARK GY OR et Eb, 下部 に 
it < GEO THESE OSU & INS, PA BTS IO NSDA2HOW 
i PAE & FEL RIAKO MUNI SMR BOK We LC ETC A REI IC SP ATT SH IS 
YS ACLBO, MRAM BMT o 

RAPWEIC IAT & KE Te EMISMAR te ARM EET tv &, dad LD F100 
RITHO — AVE A= (S PREABK Re ODER IS BR 7S Db O, THPRIN 及び 黄銅 供 
を 主 と す る も の 等 あり , TO F RSS S ZORA SME O 黄 鐵 
HD FED ED IBN: Lit 6 ABO BES ILS BSS Lo 但し これ ら の 
ABS, 概ね 母 岩 の 粘土 化 に よ つ て 脆 軟 と な り め , BGBILIL GD > BEB 
こと 稀 な り 。 

COI CEB A OPE AB Id, FERRO BSD KM is UT, RUE 
麻 に 件 な ふ 部 分 あめ 。 

PROBE AUIKERIO #4 SHAS, BRB LG Ss aap 
AR) B29 AKIO HE A BEB 75D LIC UT, 特に その EMH AH 
BIS & UCC OMORE 2M L, BUA ZRH L UTRe tHe, 
tH DER BEO 小 球 と し て 産 す れ ど も , その 内 部 に は 常に 不透明 の 中 
心 核 を 有 し , HOS Ole GWE & ZERIT SRRLUCLEMA, MIR 
小 球 に 極め て USHZE S [ALORA AT. CN ODO BRO KBE 
は , EE UCN REM ICE ks OD RIBS SN ¢, UDB EMEC 
Ar, 外層 に 趣 く に 従 つ て 之 に 逐 し き を 一 般 と すれ ども , TOPO HB 
WAVE USE A SOROS, BF SAE AZ Ly SBS LOTREY Gh, MILE 6 OF 
Ale tO 3 OL MUSI LHSEUT, CORGM KOHN, BIC YR 
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DEF OMUKOZOAICIES LT, これ ら の 不 乱 明確 物 が , BU Ec 21k 


+ Pe し 難 き 微粒 と し て , そ れ ら の 部 分 に 集中 し た る 結果 な る や る も 知る さか 


6 ず 。 

< OFED WEAR Ge KS PY AE EMIS, S OSMELLAG HERE SRI Wurtzite 

に 類 す れ ども , 直交 = コルト に 完全 に 清光 し , また これ を 過 満 俺 酸 加 里 に て 
Gk LCS Sb, MOHEARAEE Bits SABES, 不 規則 粒 基 の 集合 よめ 成 
る が 如 Lo 

RZ 2A. 6E OR Gi SHV DEO Re FERS CORDIC, これ また 度々 
TEREBLIS BTS & OK S BoM ARHE TK iin BE G&S UT, BIKES OIRBIc kB 
FEBS LO MCh 6 OBA HA CW う て, MaKe ee UTS 


 RERFSBSHO. BRAOSR< Lbs, MODI THEO 


SM DAMES COMA WOMANS Ds O, BRAC BEL UC, BBE 
則 な る He CORNIC BU SES SOYRS S 6, WECLA SK RNR 
れ , PUSH SAU TE REE (LE BG OFC OABET SWE DO, また 時 に 
(daa OME D, HAR oe UC ae SAB) BRO Pike KT GED Oo 

Ti BUS SO at — ARS BETES 75 ¢ , BALDY ae HAWK PRO AK 2 KL, BE 
は その 不 矢 明 層 を 代表 し , また は それ ら の 小 球 LAVAS CT BME LS Ban 
(Skeleton crystal) を 成せ ども , 時 に は 内 亜 鉛 確 の 表面 に 着 生 し て , 外 に 向 つ 


て 自 形 を 呈し , 或 は 脈 其 を 成 し て を 軸 ね ぬく 等 , その 少な く と も 一 部 分 は , 


DY an SADR BRO AE (BM Gt eA To 
Be SOR & TCE 4 BK) a EO 小 球 基 集合 成 生後 , CIBEUT その 外側 に 
Ale 28 Laid tir 6 OMe fate UT KMD 2 5 T EDAHME SR, 
= (SHES ELT AM b, MUGS Eb OMS & OS RRA 


ー 示す 場 合 あり て , か ゝ る 場合 に は HH 2 Pa EAM & (k 不 規則 な る 境界 を 


以 て 互 に 接し , 同 時 成 生 を 示す が 如く , SPM CS PMT O AA tH, He 
ie 


\ 
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Pi DSR CDSE HWE 2S LC, SABE CEG BS BGO Le 


BES DIL HHO —-PBSBGHO EBay & UT, 内 亜鉛 確 の 成 生 以前 よめ 
既に 形成 せら れ た る る も, 一 部 は 之 と 同時 に 生じ 一 部 は 更に TNO RS 
で も その 成 生 を 絆 績 せる も , TOAMA Aas BHU MIO 成 生 以前 に 
D> 0, 二 炊 的 産物 と 訣 認 せら る べき も の は 極め て 稀 な り 。 
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b ThA P Ime 
A ASAIO C HSItk p Te Be we 
b aha qm 英 


PRICE aS 4 (Sb a SAO HO pl MS BAO HIKE 
WHERE DS, COED 2 Tr AU OSE FIRS EKA Gtr, LD} + ORE 
ON aE 0 eR SAAD. L >, GHAD 一 部 が 関 亜鉛 確 に ょ つ 
TRKRESRKSMAAIELKO, 

BERLE S. 7275 4 DYE AKIRA © oh tobe We L, BEI その ABH cH 
CMe LTRS. SKASENRGEOKSBCEAETS も , mM IIL EOD 
量 一 般 に 多 か ら ず 。 18 LALOR BOE Re 成す ROMGEIS, そ の 間 
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«ROR 2 MAM U CRB Bh, KER OME RO T, BRIO 


HERE DF 2 RIBS A 0, その 間際 を 更に EMU TRH GAS 


場合 あめ 。 

以上 を 要する に これ ら の 悪 確 の 成 生 は , EL UT 重 卓 石 の BARI 
つて 始ま め , BUT ZAK L, 或 は その 間際 を 交代 UT, DIRE RAUED ER 
WRG FL, 更に その 間際 を 石 定 或 は 玉 夏 を 以 て 交代 し た る も の ゝ 如く , 賠 
EPR O ORO WEDS, BIKE ¢ LU CIEOE U, BIR FE OROBMENR 
KOC AES tke oO LARC HH, ROM AOA, そ 
OUD EA BB EEO RIKER Ge FL, BES A SARS Te は 黄 鐵 確 の 結 
HBC (SALE FL 4, 果して これ ら が 先 に 生じ , Da MRIS TH 6 eH 


と し て 後に 成 生 せめ 9 や, BE 2 8 BA te BRE L LCC PEL, 


<OWPMEBEL TH EAM } Lt 6 OW DHT TOPE MAS L, こ 
UTED OLMEDO LA LI BPS, Ze ED ICU LMS, 
Sy PUES, BERWSE D ts << & & ABS (SL DURH NERA Weer & 
C & OWA ABEL 1c B LL BER Lc 
(UZ LRRD & O » MEIBAEIS LT, RNIN BE LG BS BRGAIE 
の 集合 即ち 「 獅 子 の 目玉 」 は , BME MOHD と 認 む べし 。 
AMROLAROWE AWUKIL MALO EL UCR OO, 


Prats Be ORGAN IL CREME LS &, BTS & OCIS ROMOMIR S F(R 


BER ODES Ze ER ZS O, dh DLO SHE Ae IZ © RES DG 22 PG ASS LOO, 
FAC HS TS, EE LCR ODED SOO RUE LY 6 it, と を 
BORAGE PRAT Ol, MA tH 1 ORE ERK L, PELMEMRKO 
HME COPIES. THROOMRS ADE Mi SHAR CaS 
RUE HH C HAWES LC, PRGAWRS SD 8% FREE CO, DESI Dart BK 


MBAR B LE ORING RIDA SF, 粒子 の MUO SO 内 部 の 
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構造 も 明示 すれ ども , ROMBOMBNICK TES, た ヾ 一 組 の 労 開 を 示す 
DART, SPASM & O BAM D 6D (BH BAGUIO aS at 
も の な さく, HOT OBER L OBER ILA IS BRM CUT, fea CRU 4% 
RAV MEO BRITA L, その 何れ の 一 方 も , WR AKad Tih eK UT 
他 の 一 方 を 費 ね ぬく 規 合 も な く , Lancy (REACH THEA ARALY 6 tts BE 
融 短 乃至 格子 短 夫 生 を 成す こと な し 。 

同様 の 開 係 は また これ ら の 磯 物 と SEBEL OPN 688 52. RBH 
確 ま た は 黄銅 確 に 極め て 旨 通 な る が 如く , HIAKO HUM Ze KUO Se Ze 
ぬく を 見 ず , HEINER OEE CRBAE L Te BHA CHS CUS, BEE OF BE AES 
BUT sl—-OWR2RT Oo 

fH U2 206 OMA lh, HH EE Bah OMIM et L, 或 は その 一 部 分 
を 変 代 し て 生 ぜ る こと 第 石岡 に 示す が 如く , BAH & OK 後 れ て 成 生 せる 
こと 明か な れ ど も , ZEUTORNY 1 BOM & 1 LIE Lo 

Ub KOCH S SI, これ ら の 交 鉛 左 の 少な く と も 一 部 分 は , 始め よ 
9 符 方 卓 系 に 属す る 低温 種 & し て , BESO, 黄 鐵 人 左 , BESO, Dan SHEE & [a] 
時 に 形成 せら れ た る も の と 認 む べく , 必ず し も 下降 水 に よる HKD 
に 非 る べし 。 こ の 推定 は また この 磯 物 が 100 玉 塊 道 に 最も 豊富 な る に 拘ら 
ず , CO LAM BH SHANI TS, BSAC BF DS 75 (EKA 22 HD 
B»rBAI KOT SMH GS, 

18 Cy at OC BRSHDS D, Fi (DESIR Ze Fa S, BIL PPA LEO 記す ず が 如く , 後 
FD ARUO Re Fete T Beis, BE O 二 次 的 の 可能 性 多 し 。 

© OFF AVS HAS tS 7x SE &, SO _ LARAMIE LAINE MDC US, BERRI ¢ 


1) H. Schneiderhéhn, Mikr, Unters. Erz. 192, s. 
2) F. B, Lanay, Econ. Ge, 6 C1911), 399 
3) TIN Bi Ho 


ae 
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FEUC PUMPER O Bua Be mS, USI O HEMI Ek > HAS 
BALL, SK ZOMMABO FICO Tid, 次 第 に 品位 を 低下 し て , BERRI 
DARBRIS 5 AU L(G BUD d 

EREROEHORR MILOM(, BAA MHL CHRO LMI ¢, WF 
BLOB > 7s SEUH, IR, ARE BOb I BHAT. tO— 
EBS (SBR D PSR SA Ze KL L., DURE SABES LS Z OMIA TE ict & 8, - 部 
(LHIEMK eK LC, ARIZ 配列 し , URE GAD BRO dvtoeze WEL, 常に そ 
れ ら より 初期 の 成 生 に か ゝ る だ が 如 し 。 

に 反し て 石 間 は, OMA OMB IE te L, Beis IRIE と を 横切り , そ 
れ ら の 最後 の 成 生 物 た る を 示 し , 時 に は 稿 土 化し た る 符 長 流 紋 岩 或 は SOK 
HED ep CIRO MMB (kA WB ee LTB ICE So 

特に 著 る し き は 重 唱 石 の 確 床上 部 に 集中 する 傾向 大 な る に 反し , ABE 
左 床 の 下部 に 件 は る ゝ 傾向 ある こと に し て , MAS BSS HAMA OMY 
に 於 て , WRK LAO RIM B] L CHR L, 後者 は その 末期 に 営 つ て 最後 の 残 
液 よ め 形 成せ られ た る た め な らむ か 。 

DEIR ASE EDA, 特に 興味 ある PARE TO MBS TL 
て , 素 より 全般 に 計る 能 は ず , SLD TEN SOMME DUP Bid, 本 


| 意 を し て 一 層 杜 撰 な らし むる に 過ぎ さ ざ る を 以 て , こ ゝ に 之 を 試み ざる ペ だ く }) 


それ ら に 就 て は 追 つ て 再 報 する 場合 ある ぶし 。 

HEISENS EOC AWA A) SUE LCR S et Bb Wals 0 fe SASL 
Fe AAT PK REC RAL i CBU RE OM RK, 重ね て ARO 
PEIE PE Sg 
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AHBBEROKBKS (3) 
meat 高 橋 純一 

PIB デジ デ ク 居 は 新津 地方 の 油井 の 最深 部 に 位 し , その 共通 人 習 と し て は 水 
に 依 つ て 泥 化 し , 撃 井 を 不能 な らし むる の みな ら す , 特殊 な る caving を 引 
起す 事 稀 な ら ず 。 外 見 上 二 種 の 別 あ 9 め て , WA wo (SVE EL, 小口 デ ク 

EL PILL FOR AK Orbit © (2 THR SEO) を 時 する も , 共 に S て (第 

BRE) 型 の 泌 族 岩 選 の 下位 に 成 居 す る も の に し て , その plasticity に ょ つ 
CHES Be AKHE eR SE OKO. RUBE IK ETS, 細 徹 な る 火山 
性 硝子 の 分 解 物 よめ 成る を 認め 得 可 く , 多少 の 有機 物 , XO RBUABIN ILA % 
作 ふ 事 あ り 。 そ の 新鮮 な る ~H ARPT TUL, 暫時 に し て BORA 
SWELL, その 大 部 は 懸 湿 物 と な る る も, SOAK Td BHO 
岩 と 異な る 所 な し 。 要する に デ ク の 主 成分 は , 可逆 的 な る 爵 欺 物 ( デ ル ) に 
し て , 面 も その hysteresis (si: KE BI GEO THEM 2 LE L, 一 年 以上 大 気 

に 放置 すれ ば , ZAK PILES SD & HAGEAIHE L Ze SMHS TS PSH OHS 
hb HER % RAC OL, BARMOREVELIK WS 6 

第 六 表 (4) N は 朝日 ず ザク, 同 表 4) O は 小口 の を れ に し て , COMER 
紀 較 すれ ば 後者 は 前 者 より も 理 酸 量 稽 劣 9, OR, PERIL ZI KE CTIA INS} 


6,7 b, AK, 7 アル カリ 及び 水分 は 甚だ 近似 の 含量 を 示 し , 選 等 を 同型 の 地 - 


BELLS BASED SR Lo HC HUS (LE OWS MDE 46 OD 
SRI LSPA UT, デ ク OLB MEET EDK O, EDOBBLLT 
LET LORRIS, COR L RAW SHAK (8) S MOR 

b, RARTA 1) MBO) PNA) BRE CVitrodacitic perlite) DZ 
れ に 近似 する は , LEERT HM SHRKARK AT. Mbox 7 ld, MRR 
i Oi SED Oi EERE 76 D 42 HD} DY < , HAG 大 面 油田 の 油井 が 石英 


te s ge ABC 


安山岩 に 達し た る 事 と 共に , IORI st kis OPN Re MEET S 上 に Wh 
て , 極め て 重要 な る 事 党 に 属す 。 Jes 
第 六 表 8) S MOBS IS, FONE SERA O-RKIUER HD &, Be 
CHT SRR AHORA & OBO, SL < BEI RA, BED} 
BAAR LOOM Lo TOMMY HARKS 特性 を 示さ ヾ る も , 固 
KY EOBIE UT, その CaO の 多き は 多少 泥 原 質 な る に 依る も の ゝ 如 し 。 


第 7 R 
PS eh yh A YE AD MM WCA OE) 
Qy7e | (O48 &@ HH (S) HR OKABE 
BB O P OER Ss rE U 


SiO, | 71-86 67.16 72.36) 72-65| 71-18) 68-71 | 81-84) 80-48 
AlgOg | 12-43] 13-35) 15-20) 18-14] 1261] 12-81 | 11.06) 11.59 
EO 636, 7-87; 7-21) 448) 510, 401 | ~ 3-83] 3.33 


MgO 214 2.18] 1-34) 0-72) 1-45 3-40 2-51] 0.08 
CaO 0-85} 0-89] 0-96 1-59} 2-00 7.22 0-76) 0-91 
K,0 1.71) 1-88} 2-53) 1-99} 2-30 2-00 }\ oao 122 
Na,O | 465) 463) 0:34 1-02) 1-75 DAS a SO 


Total | 100-00} 100-00] 100-00; 100-00; 100-00} 100-00 | 100-00) 100-00 


le du 7-65} 6-45) 11-86} 12-88 (4) 3.38) 11-92 (4444 10-24 


N 越後 新津 朝日 ザク Fee O 同 小品 ザク 守屋 経 雄 


P 越後 尼 瀬 小林 博士 = QB 
R 越後 寺泊 FR S PRADO RRA ” 
で 越後 大 河津 z U 秋田 豊川 2 


KR L UTR vitrodacite MOFALEPER 4 LOCMAL, DRkO LOM 
HEIL Etec MOAN Ae ELT BRT Lo HRPSICIE ARR 
海綿 骨 針 を 認め , COWES MOBS 6, MCLOCMIB DEB 
湖 性 堆積 杜 を 示す も の な り 。 

黒色 頁岩 MICROM LMS Sb Ol, 秋田 船 川 選 , 乃 至 越後 頭 城 居 上 
部 に 見 る 如き 馬 色 に し て 生理 質 な る 頁岩 和 熱 減量 10 有 以上 に 相 党 する も , 
時 と し て は 同様 な る 頁岩 が 頭 城 選 の 中 下部 に も 存在 す 。 そ の 多く は 洒 母 を 
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含み , 海 Lim, PEGE, Wee HE ORR AKO, 時 に 有 孔 虫 化 右 を 艇 見 する 事 あ 
りり ー 般 に に Ailes る し く , 恐らく さく 本邦 油 田 の 主要 な る Muttergestein 

(石油 母 則 ) と し て は , 層 位 上 最も 上 部 に 位 す る も の な る 可 し 。 

_ こ の 型 の 頁岩 は , 選 位 上 一 般 に 下位 に 存する 硬質 頁岩 〔 第 四 表 で 5 う 〕 に 比 
し て 多量 の 水分 を 有する の みな ら ず , TORR HCI CIES, BARRY 
75 BEY EERO VELA AIS o Ze ACINSH ICAO SRA A acl oar 
ば , その FEAR LHS TIS 近似 する も , 火山 性 硝子 の 分 解 物 に 富む の 結果 

, その 化 學 成分 の 上 に 著 し き 影響 を 和 興 ふ る を 見 る 。 

BARD P (LOREM AREA UT, 小林 久 下 博士 等 の 分 析 に 
係り , 居 位 的 に は 生 下 位 に 局 す る も の ゝ 如 し 。 Q は 秋田 愚 川 油田 の それ に 
LC, 守屋 経 雄 氏 の 分 析 に 係 は る 。 こ の 雨 種 の 頁岩 は 共に MgO>Ca0, Ky 
O>Na20 に し て , 守る 揮 成 的 な る 海 成 argylith & ARS HS 2, HERA (SBE 
だ 稀 れ に 之 を 見 る の る み 。 R は 越後 寺泊 の 北方, 大 河津 の 切 割り に 露出 し , 著 
者 等 の 所 調 上 部 大 河津 層 に 相 党 し , 魚 , BILL, AVEO REED OICA €, 時 
に 木葉 の それ を 混 じ , BATHE L SUT AS 4ORO. HIRBR OF 
きも , この 選 の 特徴 に し て , その 新鮮 な る 場合 は Bh 28 し , MiKo 
曲 補色 な る に 回 し , 閉 し き 問 照 を 示す も の な り の め 。 

凛 に 注意 す 可 き は RR の 水分 に し て , BARBS KS BESS 110°C 
VY bOK Rae BTID 8, な ほ 多 少 小 量 な る を BAS. LD 標本 は 
信濃 川 分 水 工 事 の 党 時 控 集 せる 極め て 新 解 な ちる も の な る に 映し , P, Q 等 は 
地下 敷 太 以内 の 店 頭 よ 9 探 取 せら れ た る も の な の め の 。 故に この 種 の 岩石 の 水 
分 は , 地下 の 深部 に ある 場合 に 於 て は , 比較 的 小 量 な る も の と 味 人 坊 し 得 可 く 
永 く 地 表 に 近く 存在 せる も の は 多量 の 水分 を 合 有 する に 至る る も の な る 可 ひ 
この 観察 の 結果 は , 前 逃 の デ ク 層 の 場合 に も 認め 得 可 く , 要 する に reversible 
な る Sel を 主 成 分 と する 水 成 岩 は , 地下 の 深部 に あり て は 可 成 り の 程度 に 
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WEAR S22, WAYS AADFI OYRBEIT SSO ETB LG 

REARS JKRERALRORAO LCRA ICABE L, PI k OME L 
の 互選 を 形成 し , 或 は 比較 的 厚 き 頁岩 居 を 成す 事 あ る る , PEL CHRIS UT 
屋 々 演 湖 乃至 三角 洲 的 堆積 相 を 示す も の な り 。 BAKO) の V は 秋田 豊 
川 の を それ に し て 大 塊 秩 に 割れ , HE UC ARS LC, 時 に 分 解せ る 刻 鐵 鐘 
6 し き 痕 跡 を 有 す 。 1 は 越後 大 河津 附近 の 砂岩 頁岩 互 居 に 局 す る も の に し 
C HLA KALE DWH ERAT o 

TRE ROBES, F OMAHA OVS 7c SL SPAM BE BEML, 
その ァ ル ヵ ぁ リ 含量 は 比較 的 に 少く , 殊 に 後者 に 於 て 閉 し きも の ゝ 如 し 。 ァ ル 
ヵ リ 土 金 局 は , 寧ろ 前 者 に 多く , 屋 々 石 放 質 塊 有 を 形成 す 。 HORDE 
な る 事 多 く , その 上 居 の 砂 質 頁岩 に 移 過す る に 至 つ て BLELS® 加 ふ る 
も , HE OMOCMAOEFRSMD KOS. WHAAUY OFC 常 
に 海綿 化石 や 有る は , その 閉 し き 特 徴 と 云 ふ 可 し 。 

結論 以上 北海 道 及び 本 州 に 於 ける 油田 頁岩 ( 溜 成 う を BIC KOT 
配列 すれ ば , 各種 の 標 式 的 頁岩 は 各々 特徴 ある 組成 を 示す と 同 叶 に , HEALY 
こも 赤 週 期 的 な る 開 係 を 示す を 認め 得 可 し 。 例 へ ば 北海 道 の そ を それ に あり て 
は , NERA, 稚内 等 の 頁岩 は , 大 々 の 特徴 を 有する に 留 ら ず , 居 位 的 に も 
一 定 の 開 係 示す を 見 る 可 し 。 即 もち 上 部 白 聖 紀 に 属す る 頁岩 は 最も 基 尾 に 


UCR BACH OT 次 第 に 酸性 傾向 を 帯び , 紅 菜 山中 間 層 より は sR U 


CHIE ZW ICO, 再び 石狩 員 色 頁岩 の 方 向 に 酸性 層 を 増し , BIC 
SEH RAHAB AES. AMOZ SM OHA SiI0 283 2 LK OM 
aa | ee 頁岩 」 PHAERO HA MRE Ole CHAK 7% H oscillation が 
行 は れ , KI HMA, BRA AAA OD CRA PRE CF 2 Net 
ROBGAAICEO CMS DEAF, ACRE Dai, AO Se Welt © BPR IS Le 


Do ENEOVEOBMELS TLIO tC LS, ROE Bika 
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に 稚内 頁岩 より も 稽 大 な る 酸性 度 を 示す も の な り 。 

See) SABLA IER IS O LR AALS SOAK SS, 頁岩 の 標 式 
HW? D&O s SES BIS, PIER IC KOTS VORHED ARRAS SRS, MH 
DbULOMS KS BIRCHSBWSCMT, 上 記 の 結果 が Bh S (BRC 
SOPHIE, Mk OM BEM ET IMS CIES UT, 褒 ほ 今後 の 研究 に 備 
つて 補正 さる 可 き は 云 ふ を 供 た ず 。 然 れ ど も , HMC BE USK 
7S & FAIS A ELO PDC, bet AY AK BFE O EH BAR 2 8 1 BY S BHI S, ult 
MRE OMCMD RAT L. ZHOMKMAA ORME 8, 恐らく 今後 の 研 
HI KO CSV OPED ST <, その 特徴 も BKPUAS AIC 至る 可 き を 信 
じ 得 可 し 。 ARBRE LORSEO 結果 に よる も , 最も 司 別 の 困難 な る RAR 
HELM? 2% > ARORBOMS 8, その 細 役 粒 成 分 の 分 析 に ょ つて 明 
DCH LBA <, 前 者 は 後者 より も 著しく 筐 質 に し て , 且つ 加里 量 に 富む 
ES anon 

Hat, ZLREs SRAM t OMA, IEC 6 SOME 
就 て 見 れ ば , 後者 は 前 者 より も 常に 球 質 に し て , BEE LRM UTM SE 
の 組成 開 係 を 計算 すれ ば , 前 者 の 材料 が 後者 の 風化 に よ つ て 供給 され た る 
HAT o AMUN TIL. READIES TSC OMOMD Sd, 
EOVMICBU SEDSMI LERGSARRS, MAN ERERRE CB 
HAA OBROM S ld, PHBE KO CHS SBME UC, Ae AY. 
PEOS L FMA} Le 
以上 は 本 邦 油田 に 於 ける 主要 頁岩 の 定性 的 比較 に 過ぎ さざれ ども, な ほ 上 
輝 の 如き 興味 ある 問題 を 提供 する よめ 観れ ば , 更に 錠 等 を 定量 的 に 比較 す 
る 事 に より , RIBS SHERI HET PBR LATS, HRS LOE 
CAT AMRBMD SS SF Lo 


Lf Nk 
i . 
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SE HK 


RS RUOHEALY TA 


mid A RE OO 

met RW SS 
HOE Ns Cy ED AF 4 SEAR LL PIERO <> 
7A AH EO MABEL 5 tut SOI UT, 長保 約 mm 重量 約 0.12 
& の 一 更に し て 唱 面 を 認め 難し 。 RGIS U CHM 79 5  BIERR e ' UN 

FBSA RASA 0 5 叉 放射 能 


第 一 KR 

CaO 05% eae 

MeO 定量 せ ず 比重 場 法 に よめ 比重 を 測定 し た る に 

at ee He (°4o)=5.61 

“si02 を AFL BRAD RS IY Ze 
0og |) Uae | MEL OC ETRY caRE 

mee ney | Be UMAMEBD RAT O. 一 回 の 
(ERE SLO) 9852 供 試 量 は 約 10 mg % Oo 其 の 結果 は 第 

一 表 に 示す 如 し 。 


上 有 輝 の 結果 より この 磯 物 は > シマ ガン に 逐 し き コ ルン プ 石 な る こと を 決定 
6D oC AR Bd KSEE A (LAS 3) 
AS fra Vi AS aS OABHE 5-6 HICH Dive SANA, 岡田 , 篠田 三 氏 の 研究 
: 報 文 の 一 部 に 局 す れ ど る , MPOMA be ICHMRL, TLIC MR OBVKE 
Ero Hit HEA. 


i 
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Bo HE Hy © I ERR 


= 
Pay 


moet TR A 新 7 


RECAP WE ONA LAC OT, JiR > HRM oF lO 
EINE RTO Oo FOR R 2H CARIES NS Lo WEARS — ZB 
に 一 括 し て 表示 し , 叉 噴出 以来 の 冷却 の ARB eW 7SG LUD ARH 地表 下 
40 cm に 於 ける 温度 の 時 日 に よる 奨 化 を 第 1 BC AE Oo MRRE REL 
べ て 前 報告 に 於 ける も の と 同一 な 9。 


= 園 


7000 5 


800 


600 


400 


200 


Days affer the Explosion 


0 200 400 600 
Temperature in °C 
Bam CAMOKROW BAREIS ¢, tc PORE), 土橋 , BOA 
方 面 の 洋右 流 に 於 て は , 流 の 方 向 に 沿 ひ て , TOPRBMHE< (1~2 米 ) 
低下 し , 或 も の に て は 更に 下流 に 向 つ て 少し く 用 し 出さ れ た る を 認め た 0 り 26 
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CP.7 OMS (EHF CHEF 2K £ OL OORBe RO SRE 
He Ute BRP UAT SD LS, EA その INTELL INH 
し て , 次 第 に 埋 波 せら れつ ヽ あ の 。 UMMOKABI KO 東南 部 方 面 の 排水 路 
を な せる 液 谷 は 盆 々 その 深 さ を 増し , AIR. CHIL せる BBE eee 
Be, 中 流 以下 に て か ゝ る 湊 谷 を 渉 り 越 ん こと は 容易 な ら ず 。 

BERS BWC HHO Tit BIE LICH SUEUR I LC, MERIC 
US LIRA ERIE BOM (REG Ss BIC CHI 2 wh <, 
淫 石 流 普通 の 場所 に て は , KM 1m 下 に て 路 5°C まで 冷却 せ 0 。 BI BILD 
1 ヶ年 に 約 2 だ け 冷 却 せ 0。 叉 昨年 の 測定 に 於 て は 浮 石 流 の 上 流 部 CH 
て は 既に 浅 石 局 の 保持 せる 温度 を 全く 拓 ひ て , 常態 と な れる 所 あり LB, 
AICTE P-L P.7 P. 10 の 加 く 浮 石 流 の 末端 に 近 き 部 分 に 於 て , 全く 
冷却 し 了 れ る も の あり 。 MOM 6 to SUACMALORRKIC 0 TOBE 
な る が 如く 見 の る も , その 温度 は 甚 し < く 低下 し , 一 般 に 40 cm まで の 深 さ に 
HST 100°C を 超 の る 噴気 孔 は 存在 せ ざ ぎる に 至り の , 60~70°C 程度 まで 冷却 せ 
B&O, Wl S. CPTI の 如く , 40 cm 下 に て 88 ご まで る 冷却 せる も の あり , 
% OME LL & AGRE LL, HITHER EMAL SIGNS, 既に 多く 活 
竿 を 中 止 せる も の も 少 か ら ず (SDVo ShITO WUMFLIC MEL 7 アム モニ = 
VALOR US EO’ EWS, ZH Sb PME 2 2 ORR 
得 ざ る に 至れ り 。 叉 か ゝ る 噴気 孔 附近 の 浮 石 は 常に その 噴出 する 湯 握 の た 
DICH IRO BBWS, 譜 若 類 の 生育 に 好適 な る が 如く , 60~70°C 以下 の 
叶 気 孔 除 近 に は 栗 若 類 の 新 に 生 ぜ る こと 浮 石 流 普通 の 場所 に 於 ける より る も 
2 Lo PRICHARD 北方 に 押し 出せ る 浮 石 流 の 下流 部 に 於 て は (P.L 
S.1, 8. (8.1) [LORS CMI UC, 婚 に 活動 全く 休止 せる 噴気 孔 , 或 


1) S.CS.1) は S.1 & YH) 150 m PH HICH SIMMALIC LC, と の 附近 に て , 活 動 
最も 族 な る が 如く 思 は る くも の な り 。 
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第 = 表 
噴出 mm 
場所 赤 If 川 5: 
macm\| 3 9 | $5 | P 6] PS | PR 8 | S 8 | S18 
100 89 | save 52 50 520 ce 
70 ST nt Rite ade be ARAL caAALS が 
ee 097 Ui os 32 33 a A aeeeeer 
40 ooh haere oy gees eee 315) 60 64 
OT eras 0905 ee es 
10 88 99 31.5 32 SL ee 
0 SS cee 26-5 3 31 64 65 
KR wi 29 29 23 29 31 3 29 
H | 86 8-6 8.6 8-6 87. 8, 8-7 
Wet HS HB 780 780 780 780 | 781 781 781 
場所 ok 橋 NT 
at Gl se Sh ips S. SCS 
Sete) P. 7° SCR 16 13 11 (S.11) 
100 |! is eC Pe oO Tia Mem ect M tke Meris so | Scans 
TAQY @ No" 2 Sapede: 0 Wie & pcadbpcase ee OF” 2) Sietare soe Maeeecerets 
IXY wills 9 agbGoc) 9 he Marocrichs sili ie eicinode 97 TOA EIS icrenra 
49 27 38 | 98 QI 2 weacese 504 
SC ed he ulpecece tame eaten 176 ee 
Oem eee epree Fhe. ote lp a cats ee meneaere 163 430 | 
10 Saf. |} = seaeec 97 5 GMa Meese ne, leer eeee | 
0 29 33 37 - 28 156 342 
fi ye | 27 27 27 19 18-5 21 
HF 8-7 8-8 87 7-25 7-25 8-12 
WAH A By 781 781 781 768 768 786 
| 
yt 砂 原 qe 砂 原 東 部 
ye = (cm) S.14 S,15 |P.(S.15)| P.10 S$.12 | SCS Pale 
= —— | 
TO Owen fetterccac citer estes 55 28 Eada lll Secs 47 
| ances eels acon eee ee ile saecetenn nee aoe 
50 Space 99:5 ee 21 seseteat. ullitcseeeesh mt{lan eel eeeiaan mance 
40 BO | wackece 3 30 5a abt ssah 30 
Si 7] aesencwe ae | tebckes id lia geese al Paes ae WA | eye 
0 80 99 32 31 59 73 30 
@- wi 31 30 31 30 30 30 29 
H Rm] 89 8.9 8-9 89 | 88 88 8:8 
噴出 後日 敷 | 783 783 783 | 783 782 782 782 
se 2 ieee Bees, Mee ee 


ヶ | 


RA WM R KX W121.) | 


| Bi 鹿 部 
bees ten) P12 S.17 S.2 P. 1 SCS Pees 
100 oe ER Oey cocston ltr myeRacooe kee ee 
Oe Mee onsesein |, anes i 0 toes Nem cm = 
40 i 99 24 70 24 
Sie Sh cease D690 SR ini] —eatecsen sme eameecet 
Dyk eestor es eee Gh Fie" Bice eee ke al eee 
10 20-5 CR 96 | 5S an sce eee 
(tYynee | 8 Baba 194 97 22 60 see 
S 温 21 20 Diath ot 25 24 
; 7-27 7-27 (io) 7-28 7-28 7-28 
We AB = 770 770 770 771 771 771. 


は 僅 に 懇 き 活動 を な せる 噴気 孔 を 園 み る て , A¥ TS, 12 FY EDR RO 
普通 の 場所 に 比 し て , 極め て よく 生長 せる を BOO, Lik 砂原 東部 の 肖 
石 流 に つき て も 褒め 得 た る 所 な れ ど も , 出来 洞 崎 方 面 に 向 ひ る PRICK 
10 り ぁ も の を 最も 著 し ょ な す 。 ; 
PACH BH HCHO SRMROKAR BR DEAR OMF OWED 
他 の 浮 石 流 の も の より め MIBK SELECHHUS 所 な る が , 今回 の 測定 に 
て も , 猫 1m 下 に て 78'C を 示せ り 。 こ の 上 に て は 植物 の 新 に 生 ぜ る を 認め 
| 得 ず , S. 17 の 加 く 30 cm FILTH 289C % RAE BULAILT 6 EAE L, HOR 
| の 臭気 を も 感 ぜ られ た り め 。 但し 臣 化 アム モニ = ュ ウ ム の 昇華 の 地表 に 殆 ん ど 
存 せ ざめ し は 七 月 上 旬 よ ょ よめ 隆 り 貫き た る 永 雨 の た め に 流失 し 去り し も の な 
Ap 

火口 附近 MLA OTE Bs Hid THIS O AKBKADAL A ROME 1~2 
m の 噴 口 相 接 し て 3 fd O CRUAS & RIL GC UT, fale tk 
3 7s BES FL EM 17S SOAILT, 容易 に 火口 底 に 下り て , その 活動 を 見 
得る に 至れ 0。 HMOMKN OCHS rEORCBS ONY. RNB 
LOBMRSIICIS CORALS LOA EN 6, EA COMME 0 FOB 
理 波 され つ ゝ あめ り 。 叉 火口 周 園 ONwis SEO OT, HKSEO 
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AU, DSI 噴気 の 盛 に な れる も の も ある が 如く に 観 祭 せ 0 。 MRO 


TIBI (SS EATS B BRO RE & IRIS 増大 せる も の な く , Dr MB 
せら れつ ヽ ゝ ある も の 大 部 分 に し て , MAYS EDL の 頂上 に HES BRO 
み に し て , COW 4 叉 極め て HH E 76209 o HF We Ty OSABRIE Tid S. 
(S. 11] の 如く 40cm 下 に て 500°C を 示し , 昨年 の 活動 と ほ ヾ 同 程度 な る 
が 如 し 。 Ds SMEAR Tid 20~30 cm F ARTE ORES SDL MEE 
(ROS EMER OS. MI ORM LOTS. 11 OMS 200°C 程度 の 噴気 
FLA Vo IAF OMEN FIC (LEBIL 7 At = ADRES 認め 得 ら れ ざ る も, 
THEO RIMS ICING EY B10 安政 火口 の 東南 側 の P. 13 な る 場所 に 
て は , 昨年 の 測定 に 於 ける と 同様 40 cm 以下 に て は 何れ も , ほ ゞ 100C に し 
て 40 HHL ORR S OFL E 0 (dE BAM O 。 

此 の 測定 に 常 り て , RA WS O CL ithEeRbE, 並び に 4a |] Bh ABS VR BR 
So 


oF om Be HE BR 


Sie O MIRE 
eB: VE A BE oe AIS 
GR AO KB 

id ise & MM tk & U CHE L, PEI ev ン 化 物 及 び テル ル 化物 と 
し て も 出 づ 。 CAS ls BARS KSA, 銅 及び 鉛 の 硫化 物 , セレ ン 化 
物 等 と も 周 浴 角 を 成 し , それ ら の 多く は 同質 二 像 群 を 成 し , 高 温 に 於 て は 筆 
Tin AR, 低温 に 於 て は 許 方 唱 素 に 局 す れ 共 , 天然 に 於 て は 等 軸 品 系 の 外形 
有する も の の ム み 知ら る 。 其 等 の 内 の 主 な る 磯 物 第 一 表 の 如 し 。 
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— 表 

te Be OK 等 ie 種 Bt 方 種 
Ages Argentite EERE Acanthite  ¢+gnge 
(Ag,Cu) 9S Jalpaite YW NH |Stromeyerite ~} uv 4 7 FE 
Age(S,Se ) Aguilarite Bie UY SAGE) wees 
AgoSe Reg.Naumannite2# ith vv = we hom au te 
CAg,Ca)2Se [Eukairite nay eae aie ANDi ev y SB 
(Agg,Pb)Se  |Naumanzite Br ecebae 

Reg. Hessite iif) 7 1 1 $B| Rhomb. Hessite ARF wv wv 
AgsTe テ We) 

Bi SRR 

CAg,Au)oTe  |[Petzite FU MESSAGE, eee 


COP F ae we {ESRB PS (SF ov oe BS GRIESE SS 


AgTe Muthmanniie 2 ~~ YB Emprssite = 27° v agi | 


DME &, HICARW SD OF. 
Mec Eeis & te MICAH, 硫化 アン チ モ ン , MICE LEG UT, 種々 
OHS ERws Silver sulphosalt ores を 成 し , COERS LOB-#HOML, 


第 = 表 
化 BOK Silver “Sulpho- Silver Sulphn- | Stlver sulpho- 
R=Sb,As | eh antimonite arsenites bismuthites 
Mit Bi R=Sb R=As R=Bi 
ce Pa aed a Smithite | Matildite 
Aga SRaS3 a Miargyrit an pumpin 
HLS pr : EY | Rieu 
LE | ie Sh | eh | 銀 寺 硫 
oj Pyrargyrite Proustite 
J Sut ZL a wy es 
3AgoS-RoS3 |e A  |_R s 
= Al Pyrostilpnite Xanthoconite =f 
a a ee 
と a yy. | Stephamte 
5AyaS. RaSs| a | tf. ky eens 
WAT Cul oma. at | Polybasite Pearceite scene 
Si Roe tt ER Sd BED |e A BR 9) WE : 
12 AgoS. 4 RR il sell cca h oauee eee ene 
Ross | SH | sancisnanme 


L OPH BRE UE 6, ABA EKO T, HORA PIS BZ ¢ D 
Ge FIC LAV. 
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% = K | 
化 ee 式 結 品 系 BR 物 
4(Cu, Ag) 9S. SbeSs sii Argentiferrous mh oe aie 


Argentiferrous tennantite 


& 銀 &) ak oa DR 


ク 


4(Cu, Ag)oS. A-9Sg 


銀 は また 硫黄 と 結合 せ ず に , PR AED, 7 v Fe DROME 
物 と し て も 産 し , その 種類 第 四 表 の 如 Lo 


Wes 4 表 
tf 8 XX |x| ot 物 名 
AggAs SOF Huntilite ht 銀 BE 
AggSb RL 方 Dyscrassite BR $f BE 
Agg~12Bi 9 塊 4k | Chilenite + om Ow 


= OWSRILEER, 臭素 , 汰 素 等 と 結ん で て ハロ ョ ログ ゲ {CHM LE UT EL, その 
或 る る も の は 同質 二 像 に 局 し , また 或 る も の は AICMBBe KIC LPRK 
の 如く , & TMK (STEREO & BBD b ASR E し て 産 し , Bk < は 他 の 金属 tae 
を な し て 出 づ 。 


第 五 表 

1 ok 等 軸 & 系 A 方 i 素 
AgCl Cerargyrite ff $8 GR | ーー sscass 

Ag CCl, Br) Embolite Be GRR | ane 

Ag Br Prromyirte oe Fl ees = aenttonec 

Ag I a fodyrite a“ tk $b OG B Iodyrite 8 YRERpe 

Ag Native silver 自然 銀 =| kare ee 

(Ag, Hg) Native amalgam 485 | 9 sence 

(Ag, Au) Electrons sey Yb es) Se 1] ee 


DPS US HE OU OER BH) ER I BA > A AFRO HEB 2 HEA 
に 紹介 すべ し 。 
硫化 銀 太 Silver sulphide ores 
PIE RMES ROR & EZ SOLAS LC, HRGRIE CArgentite) 2 O:4t sn 
(Acanthite) D—f#AI Es, FE AgeS に し て , MARCI KRONKRRAS. 
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AQ 7b, BESRMECArgentite, Silberglanz) は 最も 古く よめ 世に 知ら れ た る 
UE D — 種 に UT, 1525 年 既に 有名 な る Agricola FEO WHA ch lc も Argen 
tum と し て 記載 せら れ , その 銀 の 硫化 物 た る こと は , 1734 年 Henckel 氏 の 
詞 す 所 と な の ,1776 年 Sage FEO {LES PRIS KOT, AgoS な OMB A 
られ , Onis lS A SAK ICBS LBDb oH 

RBIS OBE ¢ AgeS に し て , 針 欺 を な す 結 品 知 られ , 1855 年 AL 
Kenngott Feld 2% StSRWR Acanthite £ LU CRRSUIR LHL, CORE, 
Dauber FEILZ O 結晶 を 研究 し , BROTHA IC BUT a:b: c=0.6886: 1 : 
0.9944 i HWE AFL 認め た り 。 然 る に その 後 Krenner Kidz O Be 
POMAD k < Shits RCS SPACER UL, MOT 2% BEMIEO Kin 
だ が 多少 歪み て 一 方 向 に 延び た る も の に 外 な ら ず と 主張 し , Dana 氏 の 如き も - : 
その 或 は 然るべき を 信 ぜ り 。 

然 れ どる も, 硫化 銀 AgeS に 二 種 ある こと ょ は, 1851 年 Hittorf IO 0001 
FI KOT EM GHEAMAUT, その 後 Bejerinck ROWE まれ は 
2.65 AED EB BARS, それ ぞ れ 天然 に 於 ける AMER HAWMO trL— 
KL, TF (CERRO BE EAS (L, 高温 に 於 け る 融 鏡 中 よめ 上 品 出 し た る 人 硫化 銀 の 
それ に 租 営 し, ARKO HAE SEAT AOS 水溶 液 よ 0 生 ぜ る 硫化 銀 の 

れ に 一 致す る を 以 て , この 雨 確 物 は 夫々 硫化 銀 中 の 高温 種 及び 低温 種 を 
RHTS2 LW Yeo. HUT, これら 陳 種 の 電気 性 は , 一 の 明暗 な る 選 移 
TL 温度 と pee AMAT BML LL, T OMbd, Tubandt, Fggert, Schibbe 
三 氏 及び Urazov 氏 の 詳細 な る 研 完 に Kite, 179°C が 98 


更に 近年 on Stockwell, Jones ae の 研究 に よれ ば , BES H Te 


1) Krenner, Zeits. Kryst, Bd. 14 (1888) 388. 

2) W. Hittorf, Pogg. Ann. 84 (1851) 1: 

3) F. Bejerinck, Neues Jahrb, Min. etc., B. B. 11 (1897~8), 439. 

4) C. Tubandt, S. Eggert, G, Schibbe, Zeits, anorg, Chem. 117 (1921), 17. 
5) Wrazov, Min, Abstr, II (1923), 154. 

6) R. C. Emmons, C. H, Siockwell, R, H, B, Jones, Am, Min. 11 (1926), 326. 


176026) aA My Bik & 


= 


は 針 銀 確 を 180°C 以上 の 温度 に 保つ て , その 内 部 構造 を 粉末 法 に よ つ て X 
NOW KAU, WD IED ILD BT ICME SF 3 RCC UT, Sithian 
RIBS ES, それ ら を 長く 常温 に 保ち た る も の に 於 て は , AMARA 
導 す る X 線 條 紋 を 示す べし 。 そ れ 現 これ ら の 確 物 中 , Shh RK Chad ST 
も の , BD DASH OREM 180°C CREWE Ari 179°C) WIC THA 
こと 明か に し て , FARO 外形 を 有する も の , 即ち PHO SRI, CD 
過度 以下 の 成 生 に か ゝ る こと 明か な の め の 。 伺 し その 外形 上 徐 方 上 系 に 属す る 
SEM &, Cte ASHE TON Wiha 2% CORRE C10 UL, & ee wT 
SN ae (Chida St DZ PRSK 6, 長く 常温 の 下 に あれ ば , FOR eC TH 
DARING T 4 SHRMO ME LAGS Le © OWES fe Schneiderhdhn 区 
が 既に 反射 題 微 鏡 下 に 認め た る 所 に し て , 氏 は SEL be hia BS BS BBE 
SUED, 方 向 に よ つ て 偏光 【 Re し , EE DHORE & OM 
Slt xERL, Ramsdell 氏 また 常温 に 於 け る 交 銀 識 が , その 外形 の る 等 
Hida CBS L, ABBE SACRA ST OE RTED OKO, 
之 を 要する に 硫化 銀 中 は , WHC VY) A CS SA RC ARH LC BRR 


_ (Argentite) を 成 し , CRU FCA TSA WA CA UT SEER CAcant- 


hite) を 形成 す 。 HO— HRERUR C UCHR LISS 8D & IRCA TISRE 
COW Mia FT SIMD SEG LLY ARMLIT. COPA, 金銀 
DARA O int IS Ze HERE FT Dx A ATs SZ 標識 と な り め , SHERI D 1716 
(&, BA COREA BRE ROTHER US BERGA SAMO, 179°C 
以上 の 成 生 に か ゝ る を 示す べし 。 

Pea bb, COMES F OBMAKEBRIY LE < , MEREZES BO 3 ILE 820°C 内 
外 , 即 ち Pélabon FEA UE 825'C, Friedrich PEI PRI(E 812°C (2 UT, 遊 


1) If, Schneiderhéhn, Mikr. Unters. 1922. 
2) Ramsdell, Am, Min. 10 (1925), 281- 
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見 硫黄 の 存在 は , Zt AER MS CLI KOTH US SME O RA を 高 
め 得 れ ど も , HEALEY % Ty WEE O FF te is, SERB GRC KOTHI— BZ 
低下 す 。 従 つて , PMSA LT AOR Hy & UC HIRE BK wet 

ee CS Sree 
th © AAT IC PRELIM O ASMA % Gt, Roessler 氏 は , 硫化 銀 の 粉末 を 鉛 の 
GME P IAD LTC Z Oiiinte G, WOM L 兆 銀 確 と を 適度 に 混 じ て BAR 
CBS tus, 一 居 低 温 に て BREN LO 

PRL GRIS Ste C OBMRAL FICIST, ダス 幡 の 作用 に ょ つて 生じ 得 べ く , Bi 
へ ば , Durocher 氏 は 硫化 水素 を 契 化 銀 に 作用 せしめ ゅ て 選 を 得 , Margottet FE 
は 硫黄 の 蒸気 を 微 赤 熱 の 銀 に 作用 せしめ て 選 を 得 た め 。 然 れ ど も, 天然 に 
PROG BALA, BARE URAC (CITRINE Ze EL 2 D2 GF, te oS 
の 種 の 確 床 中 に 往々 見 ら 4S [ERT SAR] 中 の 銀 が , BRUT Wd te BAKA 
を 保つ も の な る や は , 今後 な は ほ 研究 を 要 す べ く , MANZE SPREE CORED 
Tr SREP UR } BLS 6 SS AAC PERBEME 7 GB To 

PERMA ODEAIIEROT PRES CEMYE Crk SWRA, また 一 般 に 
WUE ERILS, Cobalt WAICRU SDM ¢, BCBS OHROML 
it= 2 Pov ave PPR IST 8, HIE SUMIIS EL LT AIR ORAL 
WEE LAE, BROUWDERKL, 果して 上 昇 熱 水 の 産 物 な りや , F Bek 
に 因 る ご ご 次 富 化 産物 な りや に 開 し て , Miller, Whitman, Whitehead opp 
褒 と , Emmons, Bastin OQ —A M(B OFM HS. ZIKULTHL L 
CAS = fk WU BIC RE Ze O, BES HP CBS GB aute SHRM PC (Ss HAE 
WEIS EZ RAC TPE L, CORKS EOS DER O IMB e Aa Ly Be 
(REPKE OMMLE SDC & eA TS AK RUT, OCU. b OTE tx HS 
CRIN BE LIK SAREES, ま EMA SOM BL SED GABE] 中 に 


1) F. Roessler, Z its, anorg, Chem, Bd, 9 (1895), 31: 
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規則 正しく 細 麗 を 成 し て 配列 し , BES AOD ITE LE 2 BEE THEO 0 

硫化 銀 の 他 の 硫化 物 を 変 代 し 易 き こと は , 硫化 曹達 を 含め る ゼラ チ rH 
を 先 つ 試験 管 中 に 同化 せしめ た る 後 , 銅 , M, MSH, = = マタ ヶ ァ 等 の 硫酸 監 類 水 
深 液 を その 上 に 注ぎ , Tir 6 OME LOCH BRUTUCWOU B, そ 
の 上 に 更に 硫酸 銀 の 水溶 液 を 加 ふ れ ば 明らか に し て , 特に Ht AE ae ABS 硫 
{Km FEI WO AERIS OMI, HULIRO RAR IC KOTS 
の ます 交代 せら る ・ ゝ 場合 の 如き は , その 開 係 最も 明らか な り v 

か く の 如 く , 硫化 銀座 が 他 の 硫化 物 を 交代 し 易 き は , その 溶解 度 の を れ ら 
に 比 し て 小 な る が た め に し て , 例 へ ば Weigel 氏 に 擦れ ば , 種々 な る 硫化 物 
DIKNILBMBT SAM ESKOM Lo 


MnS.----71.600x10-6mol/Ir, PbS....3.600 x 10- 6mol/Ir, 
ZnS ----70.600 ” GuStes-o 510 ” 
Beane 70100 ” As,Ss +-2-100 ” 

CoS ----41.620 ” Ages --0552  » 

NiS ----39.870 ” BiyS3 --0.350 ” 

CdS .---.9.000 ” HgS. 0.054 ” 
Sb2S。 -+5-200 ” 


之 に よれ は , 硫化 銀 は 辰 砂 (HgS) ROPE CBigSs) を 交代 せ ざ る 
の み に て , Nhe ABB TS ¢ , MERE (As2 Ss) の 如き は 硫酸 銀 の 水深 液 
PRR CHRD ILS OBES. (HL OMAR ORRIR KO CRE S 


2) 
べく , Schuermann 氏 は , 種々 の 金 局 硫化 物 と 硫酸 臨 類 水溶 液 と を 反 應 せ し 


め , 水銀 , 銀 , $i), Hh, Zila Se O7) Ly TFS Ss Boe Eh, Hn Eh, = ZIV 4 
バル ト , Bh, A, % マン ガン の 順に 於 て , 先 に 記せ る 金 局 の 硫酸 臨 は , 後に 記 
せる 人 金 属 硫 化物 に 作用 し て , ZVPRRIT A LeABLYO. Zi, 硫 


1) O. Weigel, Zeits, f. phys. Chem, 58 (1997), 293," 
2) E, Schuermann, Liebig’s Annalen, 249 (1888), 326, 


sat 
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酸 忠 類 深 液 中 に 於 て は 交 蒼 鉛 礎 も また 硫化 銀 確 に 交代 せら る べし 。 

これ ら の 場合 に 成 生 せら る ・ ゝ 硫化 銀 は 温度 に よ つ て 或 は 光 銀 確 と な り め , 
或 は 針 銀 左 と な る べく , 下 降水 に よる DORE AES AHL SMO Mn & 
は , 多 く は 始め より め 針 銀座 に 属す べし 。 FAR Shr 6 HSMM L LTH Ste 
た る は , その 陣 別 の 困難 な る と , BETS D WY BAR 2 FED HE 
られ ざり し 結果 の み 。 ; 

硫化 銀 確 は また 硫酸 銀 水 溶液 中 より , その 還元 に よ つ て も 生じ 得 べ く , 
Mansfeld に 於 ける 含 鋼 粘 板 岩 中 に 少量 に 次 見 せら る ゝ 所 調 兆 銀 確 の 如き 


も , 硫酸 鋼 と 共に 恐らく 海水 中 に 含ま れ た る 硫酸 銀 が , CORBI MAN HE 


て , 有機 物 の た め に 居 元 せら れ て 生じ た る 人 硫化 銀 訂 な る ベ べく, これ また その 


_ 害 綿 は むし る 低温 性 の 針 銀 確 に し て , 交 銀 確 に は 非 る べし 。 


Th 


BIALSEOR & PLGA & OBE 
Gif (55 —SHUKEN % BRSADK (Chalcosite, Kupferglanz) も また Cu2S な る 組 
成 を 有 し , 硫化 銀 確 AgaS に よく 類似 す 。 然 れ ど る, 硫化 銀 際 が 主として 等 
HEL ICR SERROE L UT HIG SS (KU, BRIS ANS Baa RODE 
物 と し て 知ら れ た 0。 然るに これ また Hittorf 氏 の 電 損 豚 研究 に よれ ば 間 
MA PRICE ELM TA, Kite Roessler 氏 は CuzS 2MOBMEED & O dh 
Wat Lob CIE IRON HA 2 EB, 硫化 第 一 鋼 に も ESO BROS ASHE 


の 存外 を 知ら れ , Monch 氏 は 電 舞 抵抗 の 研究 に より , Sh OMA IVC 


seem UT HICIER L, 低温 に て は 稔 方 種 , 高温 に て は 等 軸 種 に 局 す る こ 
と 硫化 銀 の 場合 に 一 致す る こと を 明か に し , Posnjak, Allen, Merwin =e 
4 ZRHEDDIEY 6 


1) W. Hittorf, Pogg. Aon 84 (1851), 1. 

2) F. Roessler, Zeits. f. anorg. Chem, 9 (1895), 31. 

3) W. Ménch, Neues Jahrb. f. Min, etc. B. B. 20 ©1905), 383. 

4) E. Posnjak, E. T. Allen, H. F. Merwin, Econ. Geol. 10 <1915), 526. 


180°30> 2 a hy Th KR BS 


か さく の 如く , 硫化 第 一 銅 と 硫化 銀 と は それ ぞ ざれ 同質 二 像 に 属し , 高温 に 於 
て は 共に 等 軸 卓 系 , HEIRS CSR AARC L, AUN CIB JS 
Wt 4+, Soe る lava RUT COMME OAT. & OMRils 
Friedrich 「 氏 に よれ ば AgoS 812°C; 'Cu,S 1135°C CE nD 
Reuleaux 1130°C) に し て , A OI HRIS 677°C (CSC aR SO 
COMPS KURE OU PIL KOTEHEK O RTM EBTSS 8, そ 
ODE B HbRRIL ATE BD eb Fo 

2 tU6 OMWSERIL ARIST & KHL, 1816 年 , Stromeyer 氏 が 始め て 
{LBL FTE UY, gzS・CuzS GAG eB C, Pi & DCRR UT 
を Stromeyerite は , Rose FEL K*vKZ OAS a:b: c=0.5822: 12: 0.9668 
に し て , & § SPERM OES I KL, 


I git fig Ages a:b:c=0.5886:1:0.9944 Dauber 
Abuv4 vi AgoS.Cu,S a:b:c=0.5822:1:0.9668 Rose 
paid Shi) Wg Cus a:b:c=0.5822:1:0.970L Miller 


AO, その 後 各地 より 産 せ る Stromeyerite O5pppre Aix, 少な く と も 第 
NOM ¢ LEST CBEST S2UT, Z% (Ag, Cu)2S KABAHOA 
INR BTSA~OD LMU Lo 

ZI BUT 1858 年 Breithaupt 氏 が Mexico の Jalpa Wil k O BAS 
Shh hk Ofsnvld, 組成 3 Ag2S. CugS に 近く , Jalpaite z 4 Mi be G 
RES Sb, CREEK COMME AAR EK OST Se AbBE SDE RO BRERUE OD [a] 
浴 簡 中 等 軸 種 を 代表 する も の と 認 む べく , Stromeyerite と は 同質 二 像 の 闘 
係 に あり , それ ら の 成分 を 成す 硫化 第 一 銅 及び 硫化 銀 の 温度 と At OB 
係 よ め 制 断 す れ ば , Hida RO Jalpaite は 高温 種 , RHA KO Stromeyerite 
は 低温 種 を 代表 する る (As: Cu),S aN tmUN Lo 


1) K. Friedrich, Metall, 4 (1907) 484, 


sine 


am i 


論 HER 181¢81) 


bitsy 


RAHAT BET, Jalpaite は Mexico, Chile 4 0) 4 GRIER に その 初 
West & UCHEL, Stromeyerite は Siberia, California ‘2 = CH SRUIKO R- 


TS 
Stromeyerite の 組成 


San Pedro 


| : : Hintzelman Silver King ee : 

産地 | Nolascs Oregon 9 Re Galnsars Copiapo Chile 
Chile 

分 析 者 | Domeyko Collier Collier | Johnston | Domeyko | Taylor 

ani 3 } 

ere | 184: 1904 : 1904 1897 1879 1860 
Ag 2-96 7-42 14.05 52-27 55-60 69-59 
Cu 75-51 72-73 64.02 31-60 28-62 1-12 
Fe 0-74 0-33 0-48 017 ee ee 2.86 
1 le" A Soncontla al ieieereee TBO |S aactes |) Shecactem el amet 

S 20.79 19.41 19.44 15.74 14.18 16.35 

合計 | 100-00 99-89 99-29 99:78 98:40 99-92 


(CAE NS ELS Gtr, ICR ICA CS BB, FLEA, 酸化 wv we SLE 
に , DICKY ED & UTHER GA. 


第 表 
bit Te GR DR & bit te HS — Sd WE 


硫化 銀 AgoS—RIYAfKCAg, Cu) 2S — bE — Gd Cugs 
ee 種 He 銀 WR— Ve SRS 
CSD Argentite Jalpaite Regular chalcosite 
SOX === ob00 91°C 
1a, Fal St 銀 Bi-— 2b wv 4 ¥— PRAT 
CAF Acanthite Stromeyerite Rhombic chalcosite 


ZS SIC LCBO 2 (SHS 同質 二 像 に 選 し , 3 
に 高温 に 於 て は 等 軸 唱 素 , 低温 に 於 て は 符 方 唱 率 に 局 し , 是 つ それ ら の 間 に 
は それ ぞ れ 完全 な る 同 溶 想 を 有 し , 標 式 的 類 質 類 ニ 像 Usodimorphism) を 形 
成す 。 こ の 開 係 は と を 第 七 表 に 表 は し 得 べ し 。 


1) Doelters Handbuch d. Mineral-chemie に 振る 。 


ONE are en ee 
a x 3 ~ き 


Bure * 
182082) a7 RRB 


Bie SE — SM CuS RD & SARE, EIS — Sel I= CANAL ee 8 FEA 
Evie (ESHA WS J, ELAR ANC 8 PRIME UREA 3 Fo 
Bt fk 28 we & EG 9A wR & OBA | 

FEC SADRED % SAME PbS も 等 軸 唱 系 完 面 像 に 局 し , t OUERE & < BEG 
(FAS SVT, HAZ tA FER kh ON, 且つ その 5 ち に 往々 多少 の 
Ge & AC “ES Mile” (Argentiferrous galena)%jX L, Mi & UTE 
BUG Bo 

然 れ ど も , 最近 Emmons, Stcckwell Jones =O X 線 和 的 研究 に よれ 
ば , BROS HE を 84A の 鐘 心 立方 格子 に 属し, Jr PRISE 5.93. A OTE 
心 立方 格子 に 属す る を WT, その 内 部 構造 に 可 OD ALE あり 。 また 
Friedrich に 擦れ ば , AgaS-PbS 一 成分 系 は 簡 臣 な る 共 融 開 係 を 示し, AgoS 
が PbS ePIC PAM LESH, 候 令 る れ を 成す と も 2% wRMAT, 
Schneiderhihn pe & #2 RAS SLA ANB DUMBO F (BASE LC, BRSRE 
DHIEAR TSE MUNA eK UC Ar SI ALTE L <BR F ETL O 。 
RIZAL MIBK TAH UT 含ま れ た る AgeS が , 温 度 の 低下 に 
KOCH FBP THES OO ERMC O. LHD IC —ODAE BREA 
な れ ど る も, Friedrich 氏 に よ ょ つて 示さ る 如く ,Ag28S' の PbS lx AAS 
す 量 は 始め よめ 少量 に 過ぎ ず と せ ば , Schneiderhshn KOBRCRSS » 
DWM OMRUELIAS き に 過 き , LBs A MUKO VITA HY 5 て , BRR 
BEL ET FD PBS ZV ABD R SUD. 

= OPE Ay PN OUTER 2 HONR A-C WLS ae, TANT fA 
LACSPIME L, SLAB RRD F ORB L, Z OMNC MAES SHMCRMO AL 2H 


1) E. Posnjak, E. T. Allen, H. E, Merwin, Econ, Geol. 10 (1915), 526. 

2) R. C. Emmons, C. H. Stockwell, R. H. B, Jones, Am. Mio. 11 (1926), 326. 
3) K. Friedrich, M tall, 4 (1907) 484. 

4) H. S hneiderhohn, Mikr, Unters, Erz, 1922, 


が oe 堆 。 介 18333) 


れ て 白 首 を 成 し , SAE Ly AOMORI EI BRIS CIS, > 
DS BIKA DHCD ARAB L, APNE B (BBE te BH LITA 
SIC Z AMI LAN Lc | 

: セレ ン 銀 太 及 びそ の 固溶体 ; 

& UV SUIS te AgaSe な る 組成 を 有 し , ER 
Fo LOWES, 既に 1877 年 Margottet KOMI OT BRS te, Bld 
TRAOSRIC & VY OA ED AHI CT, RS 2 cm 程 の 針 欺 の セ レ 
ン 銀 を 得 , 之 を 更に 高温 に 保つ て Bort ROMA ET Oo 即ち 硫化 
GROG LAER, WEIS AST SRE, TICS TSAR CB TA EB, 
 OVEBMS Eellati, Lussana =eceaug 133°C |Z UT, KREBS 

その 外見 上 等 軸 種 に 局 す る も の の み 知 ら る 。 こ れ 即 ち セ レン 鉛 確 (Nauman- 
nite) に し て この 碗 物 は 通常 多少 の 鉛 を 含み , 其 例 第 八 表 の 如く さく, Chie 
く < セレン 絡 看 Claustalite CPbSe) 2 [AVSHROLA IE D OIA ME ET Kd 


な る ベ べし 。 
> 
第 His Es 
Naumannite の 組成 

FE 地 分 析 者 | 年 火 | Ag Pb Se S 合計 
DeLamar, Idaho Shannon 1920 |75-98 +--+: 22-92 1-10: 100-00 
|Tilkerode, Germany Rose 1828 65-56 491 29-53 «++: 100-00 
Cerro de Cacheuta, | Domeyko | 1866 [21-00 43:50 30:00 = 99:22) 
\Tilkerode, Germany | Rammelsberg| 1845 11.67 60-10 2652 ------ 98-34 


に 


& Uv GR (dk tee v YS Berzelianite (Cug Se) と 結ん で ャ レン 銀 銅 
Bi (Eukairite) % my Lo Bec GRW L AEACCHEe U - PRUE CAguilarite) >IT. 
に れ ら は 共に 等 軸 唱 素 の 外形 を 有 し , それ ぞ れ CusSe. AgeSe 及び Ages. 


1) J. Margottet, Comp, Rend, 85 (1877), 1142. 
2) M. Bellati, S Lussana, Zeits, Kryst. 23 (1894), 167. 
3) C. Doelter, Handb. d. Min, Chem. 4 (1) (1926), 822. 


184084) BAR DR KS 
Ages (Ag,Cu) 2S CusS 
Argentite Jalpaite Reg, Chalcosite 
Acanthite — Stromeyerite — Rhomb Chalcosite! 
Aga(S,Se) Aguilarite CAg, CW2 (S, Se) Cu,(S, Se) 
Rhomb, Natimannite: 2.20 2 
Reg, Naumannite Eukairite Berzilianite 
Ag,se (Ag, Cu) 2Se CusSe 


AgzSe「 な る 化合 物 と し て 知ら れ た る も の な れ ど も , 府 ら くそ で それぞれ セレ ン 
$hi (Naumannite) £ & v > $i (Berzelianite) ay /LBRERDK t O TVA REZ A 
べく , それ ら の 開 係 は (第 九 表 ) を 以 て 示 し 得 べ し 。 (458) 
地形 園 赤 に 文献 より 見 る 千島 の 火山 (4) 
mem uw BK BB 


南部 千島 の 火山 (承前 ) 
Il. 園 後島 の 火山 (Kunashiri) 1) は 千島 贅 島 中 最も 西南 に 位 し 北海 道 本 


土 と 比較 的 近 き を 以 て , ZORM Ss HMMA UN ども, これ また 陸 務 測量 部 


懇 行 5 高 分 の 一 地形 岡 の BBP ERI BU, その 地形 を 詳細 に 知り 難 き 
WHET CS ICEL UTR EL O'S TT HUE ARC BEY Ok 


eae y 


>» ¢ 
る 文献 を 始め , その 後 の 種々 の 文献 中 に 散在 する HUE BRI LOTTA 


EB KWOK BET o 
WHERE LE OBS PN KAs 本 島内 に は 少な く と る も 次 の 四 火 山 あ め 。 
dopey FV 7 SRY 2A 93) op eee 
FVFVIRVISERRAR, FO AGHALbBDS. タチ ウズ は 泊 


1) RDI, HEHE, SS 集 57~61 貢 CUI 2446), 同 第 4 集 504~508, 
546~552 頁 て 明治 25 年 う 。 


on 


Bull 
| 


a a 185(85) 


DIGI dy S72 T IMAI CAB 5 So RELIG BAGH & 0 MGIC HG 
CRA THEE 9 

MeRAW—-ZFVFVRI V(St. Anthony Peak.) 國 後 島 の 東端 に 近 き 
— BRISK ete Eb, PRI ILS UR RE BRUT if 1822m に 
EL, CORLICMBBOKNSD 0, BKORILR 1486m に 於 て その 山 , 
腹 を めぐ る に 過ぎ ず 。 山腹 以下 は 森林 に 被 は れ , 活動 の 記 鉄 な けれ ども , 山 
容 最 も 雄大 な め 。 

WAR (SATO DIAL, ANA ROHER £ OSE Khe 
(SIF % RF ANU の 活動 に 就 て は 明か な ら ざ れ ど も , Wis 33 年 金原 信 
ALGOMA MAS ISBN SS AU, 前 年 $9 月頃 よ り ル ルイ HOD 
動 烈 し く , COBFOBILEY THD CRA O LWA 

MEDAL は 賠 後 島 中 部 南 信 り の 地 に 位 し 海抜 888.4m CRETE, 
その 南側 に 海抜 799.5 m (HET SNA OMA BREE b OGL, FEO 
Ce GMMR Cb — 77) WHE OBO ECOW ED» Heres, 全 
He é UC 21S BISEK IL ORR ti ~, RP OAL Ee Be Be VO RIC Th 
Ar, 西南 錠 に は 東 沸 湖 , BRALBE IC (SRC = + 3a BROOD ve Y TOF 

TBAB OG L, fh LBHIL SEB AS 6 本 火山 に 就 て は 明治 33 年 金原 
信 泰 氏 の 調査 報告 あり , Zits, FOZ BE O FEAR IE 
LC, EMBED HOM % BIMET IE }, MISE & UCB ILE 
OI & OKO, CORMG=SD HOW OPEICHELA DODD 0, TF 
CHEN 2 PMN Oo 即ち その 東側 の も の を AAT, 南側 の も の を トッ 
ヵ リ ムイ 硫黄 山 , 西 側 の も の を シュ マヌ プリ 人 硫黄 山 と 笑 し , 何 れる も 千 硫 握 孔 
を 存 し , その 附近 よめ は 温泉 を も 洒 出 し , 特に 島 登 硫 黄山 に 於 て は その 噴 無 


1) SMEAR, RAG BRAG F 39 GK 83 wii 33 年 ) 
2) SHA, BERGA IMG HF 35 HE 73 ~83 A aC CWT 33 年 う 参 中 0 


186C36) a 7 Hk HOR OR 


4 ib i ¥ 
7 ee pale 


FLIP te PAE 6 OSs O, MELAS MASEL AES BF SA APORIS 8 硫黄 | 


Je2e TES. SMEFLBAAAD ©, WEC BR Oi S (HENS 9 o 


AKI SES OBMOER 2 BOI Shr Eb, 明治 38 年 7 月 中 和 旬 以 降 「 


B+ AICAOT 地震 動 を 件 な ふ 鳴動 を 繰返し , 7 月 19 日 乃至 8 月 10 日 に 
BEAMS TOMBRUMSEICAT 8&1 日 10 LOO ZR, 同月 23 日 
乃至 26 日 最も 烈 し か り し も , 其 後 次 第 に 依 本 し ,9 月 上 名 金原 氏 の 調査 党 
叶 は 日 2~3 同 の 小 鳴動 を 感ずる に 過ぎ ざり し と 言 ふ 。 

また 北海 道 誌 に 擦れ ば , Wis 134 6 月 4 日 「 シ ュ マ ノボ リ 防 間 山 噴火 シ 
2: BRU 2, BR PETRI AL 20, これ また 前 記 北 白 火 
LL) PSC Ht RRB OS Lo 

泊 山 火山 一 名 タチ ウス 火山 PRCT, 人 金原 氏 等 の 報告 中 に 概 逃 せら る 。 
本 火山 は 整然 た る 二 重 火 山 に し て , We EH 4km OFA EBB 
時 す る ヵ カル デラ に し て , COMBA 391 m に 過ぎ ず 。 PRK RAI 
は その 西南 隅 に 代え , 残り の カル デラ 旗 は 新 月 形 の 火口 原 湖 一 閉 内 湖 ( イ 1 チ 
ビシ ナイ ィ ) に 被 は る 。 

中 央 火 日 丘 は 海 和 542.6 m, を の 南 腹 に は 一 個 の 爆裂 火口 あり て , ZOE 


に も 湖沼 を 洪 へ , ボン トウ 即ち アァ ィ イヌ 語 に て 小沼 と 笑 せ ら る 。 明 治 23 Fis 


係 氏 調査 の 営 時 に 於 て も , 同 33 年 金原 氏 調査 の 営 時 も , WE O BANE 
出し て 硫黄 粒 を 分 離し つ ゝ あり の, 訟 縄 を 下 し て 選 を 釣り 上 ぐる を 業 と せる 
も の あり と 言 ふ 。 

本 火山 以 南 の 島 の 南端 部 は 白色 淫 石 必 よ め り 成 る 段丘 地 に し て , 海 技 約 50 
m に 書 し , 泊 村 附近 に 於 て は 厚 さ 80cm~1m DR RD Oo ( 終 ) 


1 地 加 雑 誌 第 12 集 55~560 CHER CHIH 33 年 ) BESS RBH BS HE HE 35 BE 
(前 出 う 。 


2) KA HAMEL, 震 災 苦 防 調査 倉 報告 第 86 235 頁 。 


b oi 187087) 

と と を 知れ り 。 Y HO FY o ARE Be 

We rte He 1,2,4,5 4 @ layer lines DS hi 4 BB ¢ 

a GR LT, 3,6,9 EODRRD % O25 biotite の 

場合 の 如く 強し , BHAT & = Fp 一 に 選 
ARES a hee 

2064, HeKmRO REE Mehmel, M. Ai 530A | 918A |14.15A 

«RAO ZARA Céh ic L-c,a=9.36 II | 5.32 9.21 |1415 
0 ° Til 5-34 9.24 14.33 
A, =6.85A w Bair REF pS 5 
C=6.85A な る 太 方 単位 格子 に し て そ hae, 9-27 |14-00 


の 中 に (CaF) う Ca4CPO4 う 3s の 2 分子 を 含 
むと 。(Z. X. 75, 323~331 1930,) GSH) 
2065, WRAA (CaF) Cas(PO43 の 
結晶 模造 Naray-Szabj, St, 

a=9.37A, ca6.88A な る 単位 格子 中 
に 二分 子 を 含み , その ZAR WAL 
EC な と CZ. X. 78, 387~398, 
1930,) CH 
2066, RRO SiRF Maugnin, Ch. 
$e 1 


Carter amine, Democrat, Madison Co., 


Prochlorite-grochauite, 


| North Carolina; JI, Leuchtenbergite, 
Beramy, Midongy West, Madagascar ; 
IlI, Pennine, Zermatt, Switzerland -% 7 
DEC LY CHIL, ZEO MT が 
SMBBEA LT, RAK 或 は MBER 
の 単位 格子 を 有する こと と を 示せ り リ 。 

IV, Amesite, Chester, Massachusetts (£7; 
FEOF D = PEPE REL CC OMFLES 
ADE SCL EMR Yo HAMM E 
KL SMAABAR HET O c COOL) が 
面 心 に し て <c′ を OOMK RAD HM LT 
れ ば 別表 の 如 LO 

・ 之 等 の 単位 格子 は 18O 原子 と 8H PR 
子 を 含み 陽 イ オン OMMIS 常に 18 な る 


さば 線 泥 石 族 全体 に 一 定 の Fee 
む に も かく ょ わら ず HH の 分 敷 個 を 含む こと と 
パ な る 。 FAG ia PARE e layer lines m3 
WE UC COOL) Hic BIA te BH hyo Ma 
D RSE EARLE Yo BLK F OR 
SKA ORM ERE LT Orcel の 研 完 
2 S ALO RRYEA IC OC BLL F HP © JR 
FRE HE UT, Sig-x Alo+oxMg 5 -x 
HgO1s な る 一 般 式 を 導 け り 。 谷 雲母 と 線 
YEA © PA REF & Sh LC HAVE IK WHE Te 
3 4G GA HERE & BUH VQ (Bull, Soc. Fr, 
Min,, 53, 279~300, 1930) CHL) 
2067, #iEAOREBIS Pauling, LL: 
線 泥 石 族 中 の Pennine 及 Clinochlore 
を 結 品 振動 法 及 び ラ ウェ = テ ェ 法 に ょ り て 研 完 
し て a=5.2~5.3 A, b=9.2~93A, c= 
14.3~14.4 A, B —83°L0 we 3 LALA 
FEV te V rpc AloMgsSiz0nCOH) 
を 含み , その 空間 群 は C3n な る と と を 知 
れ り 。 そ の 2a 及 b の 値 は 雲母 の それ に 甚 
だ 近似 し て 線 泥 石 も 赤 四 面体 及 入 面体 の 
群 の 互層 ょ より 構成 そら る と と を me 
り 。 Pennine の (001) Hr) 起 れ る 各 
次 の X 線 反射 の 濃度 を 比較 し て Mica 機 


188C38) ib 


造 と Brucite Pe & OTR VMSA 
fipke CN ZCLRBMINRKV, Yo 
WN) 45 ASE DE REA © 1082 RIP ik 
XmY¥401g (Of) g, 4<m<6 な る と と が 
知ら ちら れ , マ Y (AUR 4 な る 陽 イ オン を 代 
LT SigAl=SigAly ze 3 HEC CHR 
化し , X BUHL 6 He BA a Y RALR 
し て m=6 な る 時 MgsAl ~ Mg4Alg の 
WEIRIIC CHE L, Mg" を Fe", Mn™ バー 
部 分 置換 し , Fe" は Al" を 置換 せり 。 HUE 
AiO SPA (LHe dtr te ES BRICK IAG S 
が 如き 強 性 を 有 有 を ざる は 相 隣 る 互層 間 を 
MAT SK AAYRC BOIL FO 
WW? PEAS biko i ERE KY Kk ¢ iB 
Wi Bek FE oCProc. Nat, Acad. Sci, 

U.S. A., 16, 578~582, 1930,) C5) 

2068, HzBPostmasburg#Ephesite 

(Soda-margarite) Phillips, C. 

南 可 Kinberley の 西方 Postmasburg の 
近傍 な る Aarkop, Magoloring jE m s¥ HK Hy 
に つき て 筆者 の 到 扱 へ る も ゃ の は 雲母 様 の 
BK BEICBENR© EWE ALS B pale pink 
か ら pinkish brown O¥E MOBWAIC LT 
Ai hh HSL A LC TS 1-3 mm, Bx 
10mm O&O VY &o KRM ATIC Hid 
CHAE SPAS VY, BBA ik むし ろ 脆 
Lo JZ® HEH (x pinkish brown に て , 
pleochroism を 有 せ ず 。 4 OPE BSBA 
に て は 無色 な り , See =3-00 RE =5~7 
CU CH BAITIC KY CRY G BRAD 
(£ Si0g=29-4, TiOg=0-1, Al,O3,= 
50-6, Fen203 =0-55, FeO =0.35, CaO = 1.4 
MgO—0-4, MnO=0-1, Na,O=8.65, 
LigO=1-5, KgO=trace, H20-=1.25, 


H,0;4=53 F=0-2, total=99-80, 38% 
性 は 炊 の 如 LoD CRI multiple 」 
lamellar twinning AL, < © PEABIMS 
REM 2 HET tb OFS AO MIC LTH - 
RET IC EY UC HAS fH EO (8 & ee LRA 
HEAT > Milt RMS Vc, wee 約 
66° Oe eT tCOLOKMD? HLS 
が 如く , Chhl) Rue Chhl) & HARI LF S 
DL fh as |e] —O HF HAE IC A ARIS AE AES BB 
の あり 。 MMOMDEMT 21 BTih 
EBA 殆 ん ど RMI ELI し て , 光 
軸 角 小 な り 。 光 軸 面 は <010) ic HE IC L 
CT WHEL AL Yo KHBRIRE RYT 
QE (x 42°32’ ky 43°8’ ¥ CH % BEL 
Heth D A AIL p<, HFA %== 1-595, 
B=1.625, y=1-627+0-002 y-x=0.032, 
X PC LY CHER Zt ORF BLS 
door) =9-70 A, a=5-16 4, b=8.79 A に 
し て Pauling の margarite の も の と 路 々 
第 し 《 く , OFF=12 と し て 化 則 成 分 を 取 
扱 ふ 時 に は Si 一 1.94, Al4 Fe”/4 Li=4.37 | 
Fe’+Mg+Mn=0.06, Na+Ca=1.20, 
H=2:34 と な り て その total=9.91 な り 。 
即ち と の 確 物 は Margarite に 属し Soda 
margarite 7, )) (Min. Mag. 22, 482~485, 
1921,) 【 高 根 ) 


2069, 石英 さ Fe20s EDR Hed- 
vall, J. A-, Sjéman, P. 


Fe20s を SiOg と 共に , FegOg が 分 解 
せ ざ る 様 に し て 熟す る と き は この 酸化 
物 の 間 に 2 の 化 移 作用 起 る 。 即 B-quartz 
が 575°C に て oc-quartz BME SB ICS 
YC, Re CMEC isolate そら ちら れ た る 
と と な き Fe20s3 と SiO, と の 化合 物 が 


ib 


ok 189039) 


HMA LC ik それ 以上 生ずる が 如く , X 
線 研究 に ょ よれ ば 紫 等 の ゃ の は 固溶体 を な 
せる も の に 非 ず 。 又 a-quartz が 950°C に 
て cristobalite に BRP SKC Hoc, 

cristobalite を solvent と せる 固 深 Sb Ape 
せら る 。 こ と の も の は バラ 色 に し て , Crist- 
obalite の Si の 一 部 分 が Fe を以て 置き 
換 へ られ た る も の な ら ず や と 考 へ ら る 。 

但し cristobalite は Fe20s Liat ee 


Fo, Elektrochem. 37, 130~142, 1931) 


CPEs) 
9070; 角 関 石 族 の 研究 Winchell, A. N, 
諸 凡 者 に より 新しく 《 パ 確定 され た る 


_ type formula に 基き if fi $4 NAIR EER 


DB ENA © BME O [HO BAR & mae L 
ANAS EEDFL UC Warren ict 
y り 提出 され た る 不定 分 子 式 の 誘導 を る ゃ 試 
みた り リ 。 著者 は 主 と し て Non-Alkali #4 fY 
Ae KURO Il & Series に 分 類 し て 
化 内 成分 及 光 崇 性 質問 の 開 係 を 示せ り 。 

1. Anthophyllite Series 

HoMg7SigOou—HoFe7SigOvs 
2. Cummingtonite Series 


Kupfferite CH 2Mg7Sig O24) — Griinerite 


- CHgFe7SigOo) Kunitz は 1-2 RE 


— Series に 統一 すれ れ ど も 著者 は Or- 
thorhombic 3} ff £ Monoclinic 34 AR L 
pi A %e Series L text Yo ' 
3.Tremolite -Actizolite Series 
本 Series は Tremolite (Il,CayMg5 
SigOo1)-Actinolite CH 2Ca2Fe5Sig O24) 
を 主要 分 子 と すれ どる fk OF 20~30 
mol22 の 他 の 角 関 石 分 子 即 も (HsNaCas 
Mg;AlSizO), 及び Cummingtonite 


Series 


分 子 等 を 含有 すれ ば Tremolite- 
Actinolite Series [ajZc #ST RM 
AEB ORD IW LS 3 RF RVD 

4. H2Cay Mg 9Sig O24-H2 NaCag Mgs 

AISi7Ooe4 Series 

5- Common Hornblende Series yim 
H2CaoMgsSig Ou-HoCag FesSigOa4 
HgNaCagMg4Al3Si gOo4-H2NaCagFe, 
AlsSigQo4 な る 四 つ の 主要 成分 に て 表 は 
2S 2B0 V CAm. Min.16, 250~266, 
1931,) Cyof BF) 
2071. KKRRBERO Monticellite 
ASH 2036 ZAK 
2072, #8442 Mutual Orientation 
を 用 ひ て 結晶 表面 の カ に よ ょ る 現象 の 研究 
Sloat, C. A., Menzies, A. W. GC 

ーー の 結 品 基体 上 に 他 の 結晶 が Mutual 
Orient tion を と り て 規則 正しく 玖 列 する 

と に つき て は 従来 研究 さき され, また その 
PEI OR CRAKS ire Ve 
者 等 は 結 品 の Mutual Orientation を 研究 
LH.22 & RAO MOM IC AO 
fy &% Y CLNaCl, KCI UPDSE ft _E IC 
アル カリ ハロ ョ ゲン 化物 の Orientation, (2) 
Mutual Orientation 2 Yi owe yb 
D tHALBE%, (3 yGalena の Orientating m 
TEAK RIED Grease の 影響 (Galenaw 
BI), (4) Ag OMANI kB Salts の 
Orientation, C5) 上品 と Mutual Orientation, 
(6)NaCl, KCl, PbS 及 CaCOs RU A— 
ボラ ンダ ム を 基体 と し て その 上 に 各種 の 
He Hu Hh LDC HERO A OIE LSM & 
確 め 更に 新しき 領域 た まで 進め り 。 CJ. 
Phys, Chem, 35, 2005~2)21, 1931) 


18040) ; ib 


wok See Sh oe ae 
; x SR 
= 2 a i 


鉄 


(高根 〕 
2073, 卒 間 格 子 の 一 致 せ る 際 の 結晶 に よ 
る 液 質 の 吸着 Sloat, C. A., Menzies, A, 
Wa. 

WER Kd ZEAE F ORK S BKK 
し その 格子 型 も 一 致す る 場合 に 起 る 現象 
な り , 然 れ ど も 吸着 物 と PO Hy & 28 同 
一 串 族 に し て 同様 の 構造 を と れる も の に 
つき て な され た る 研究 な か りき 。 RAF 
は 岩 捜 型 笠 造 を 有する 結晶 を 用 ひ て , 吸 
AD ERM? BEF BR LMA & OH 
(LP VY of! bLIBr,NaBr, Pbs, KBr, 
NH,Br, RbBr, CsBr & J U-C HET 
と 吸着 と の 開 係 及び 浴 解 度 と 吸着 ょ の 開 
REMEDY CJ. Phys, Chem., 35, 2022 
~2025, 1931) CAD 
2074, 硫 物 比重 の 早見 表 Landes, K. L. 
Dana’s System of Min ralogy 及び L. J, 
Spencer’s “ Alphabetical list of minerals 
giving the minimum and maximum 
recorded values of specific gravity ” 及び 
23 の 原 報 より 540 HORMMmokeeH 
ひ , その max, range を 一 表 に まとめ 上 
げた る も の な り 。 (Am. Min, 15, 534~ 
535,~1930-)C_E FA) 

2075, tae ABSA Gis Buckley H. E. 

着 者 は 種々 異な れる 物理 的 條 件 の 下 に 
生成 する 明 殺 結 品 の 品 癌 に 就き て 研究 を 
な せり 。 其 結果 に よれ ば 結晶 の 願 る 綾 慢 
な る 朋 和 達 の 場合 に た 於 て の み (111); (110) 
Be で 100) D SEO PAE LMA LC , FB 
な る 成長 に 際 し て は (100) を 僅か に 有 す 
S/MMAKOG HE EKY. LEB REO 
BRC LOBALV Le LABeHIK 


Y Chtltink ZHRKHKT 110) ORE 
は (100 う ょ りゃ も 著 る し 。 WET C00) と 
C11) &  B3EO EE IA1-732 : 1 の 割合 
を 起 ゆ る と と な し 。 

fT EA US RUE te BWR IC IS 
種 の 異な れる 物質 を 混和 し て 夫々 生ずる 
BAS BRO HG HICHUUL DS MIL MD 
LE LKREOMMRBAHIC LUTHRE MEO 
結論 を 得る に 至ら ず (Zeit f, Krist.; 73, 
443~464, 1930 う て 〔 加 藤 


BASRAUS 


2076, ARE PICA SMEBORNE 
積 Fuller. R. E. 

東南 Oregon, Steens jo Mr oy 
BUA D Rai IK AEB 1mm Yb op 
棋 石 粒 の その 廃部 に 集中 せる あり 。 この 
燈 岩 は 厚 さ 約 30 RSV, 40 LHLORIC 
HORA Lo CHUA OMREMS 3 i 
CAE A 28 BH (EAC CF RIK BRR S 
% Dig S~LoCBull. Geol, Soc. Am.42, 
190, 1931) Cee) 

2077, MHEEBHOSFY LSB 
got C, S, 

AUEE'H © SH SIC CHR 216M OME 
試料 中 に 含ま る > ラ ヂ ウ ム の 量 は 著 着 に 
LY CARY DEV, COMRAMEH 
RPDF FY 2 Sit 7P50-96x 10” 
REE Y C, 著者 が 却 て 北米 中 ょ り HH 
© S AEs IK CRE SIE LMEL & 
7) [PCR KRG SIF DASH 
ta Poti k 0 imide) と 
の 従 飛 の 想像 を 覆す こと と ょ ゝ な れ リ り 。 

叉 Kilauea 火山 の 燈 岩 に 就き て は 特に 


Pig- 


' 接 な る 開 係 を 有する も の な らん 。 


i 


噴出 の 年 代 を 異 に する 一 系 統 を 研究 し た 


れ ど る ゃ 基 の 結果 新古 に より て は ラ デ ヂ デ ウ ム 
DARK 何等 の Bt &BwF, Hoc 
Joly Kas Vesuvius Mic ACAD B 
(HS LC MY SHAMS ees 
の 約 入 倍 の ラ ヂ ウ ム 含 量 を 有する | LH 
3 BARS ABE IC (SFE FEt FOCAm. J. Sci., 
22, 1~8, 1931, う (加藤 ) 
2078, Elgon XWO%s#s Wagland, FE. 
J., Bowen, N, L, 

Elgon は アフ リカ の Ugandaz Kenya 
と の 境界 に た あ る 14140 RRS SAW 
り 。 そ の 火山 岩 は 第 三 紀 の も の に し て ,) 
Pyroclastics 及 燈 岩 流 よ りな り , 古 期 片 施 
岩上 に ほ さ 水平 に 厚く 相 重 な れ り 。 そ の 
燈 岩 は 極め て Sodic の も の に し て , Ett 
る も ゃ の は nephelinites 及 melilite-nephelite 
basalt な VY oCBull. Geol, Soc. Am. 42, 
241, 1931) UR ) 
2079, 北部 Michigan の Huronian 
Formation HOF#ATERS Lamey, 
CRA 

A © tei AUKILALHK Michigan の 
Huronjan Formation (CfA LLZoOPS 


「 脈 は 南部 Complex の Porphyritic Granite 


ICAL PAM List b ( CoO tebe ahh 
り 藤生 する も の と 思 老 な せら る 。 RUTH 
り と そば 南部 Complex の 少く と る ある 
Ae RA it Archean ょ より むし ろ Huronian 
後に 属し , Huronian Formation の 著 し き 
BUEN RYE DS, <b OI 
方 に Close Folding % fhe SAS Ic HF 
CJ. 
Geol, 39, 288~295, 1931-)C yn BF J 


Bk 19141). 


2080, 南東 Idaho の Highwood 型 
アル カリ 岩 Anderson, A.L. Kirkham, © 
VR D: 

Highwood #14 Fil K 含有 量 の 高き を 
特性 と し 特異 な る 岩石 硬 を 形成 せる も ゃ の 
な る が が , PKA D 3 Fld 3 Bonneville 
County の 南東 Idaho に Sills, dikes と 
ULCER DLE Y> 本 岩 は 人 王 般 だ SiO ぅ 
量 低 《 Al,Og は 艇 導 た し て SIOgAl, 
O3 の 減ずる に 従 ひ CaO, 鐵 , MgO wit - 
(LEY, ROSA OD, PHL C CHL 
SEs tL MKS SBR V, Bic— 
PMokd 24st Na, K の 比 に は 多少 
の 匂 化 あれ ど 一 般 に K は 著しく 多量 に 
LCR © Ca 量 高き 場合 も K off 
大 な り 。 即ち この 高き Ca と 高き Ko 
合 は せ に て し か も ゃ も ア ルカ ヵ ゎ リ 性 を 有する に は 
本 岩石 候 の 閉 し き 特 性 な り 。CAm. J. Sci. 
22, 51~68, 1931) Cy EF) 

2081, スコ ツ ト ラ ンド 西方 海上 に 於 ける 
Skerryvore, Dubh Artach, Sule 
Skerry 諸島 の 岩石 Walker, F. 

ABAPRAY FOMHKMEK Ut S 
諸島 に し て , Skerryvore (a pBPEH PI & 
り 成 り , ARKO MS AS ERA, 
RYBA~PEA LC, MER OR 
分 は 黒雲 母 及び Fei te, ij Uc B 
母 は 恐らく その 下層 の 花彫 岩 塊 に 依る 線 
VED NEO FG ICKY CHUCKY LH 
へ へ ら る 。 こと この 島 は 多く の 外 の え ュ コッ トラ 
Y POP=M OMA GING Dake 
ALS SW WIR D AE ALA EWS WIR IK He Y 
て 南北 に 切ら れ , Ete SHRIKE, 
LG, BURA te & te V AK Dubh Artach 


192¢42) 2 


& 


は Skerryvore Dy HLH) S-ONRIK HLS B ks 
に て , EAA IR Ae OHI RE © ARE 
粗 粒 素 武 岩 よ り 成 る 岩 床 に し て , COU 
ASE 線 色 或 は FOO MAIC LT, HH 
Hozarp7y POR sita oO 
HERE MS o Ric Sule Skerry ites 
KER & BDI BO Hy pitas KV RY, 
白色 部 は PEALE A Me AIC LC, 黒色 
MISHA BLO ARAL LVRS FOF 
ARAY Wilt (CWS (LEG HR 2S A NO IC 
BHA V, (Geol. Mag., 68, 315~323, 
1931. う (瀬戸 〕 

2082, Dhoon (Isle of Man) O7ER 
岩 Nockolds, S. R. 

Dhoon feb eaHCPA Ji CHD 1 
ME, 南北 に 約 と ME 2S れる RRR を な 
EN KN Slate Series の 一 部 分 
を 構成 する Lonan Flags ce HARV 6& 
DAE ha alt IK HP tr, 一 つ は biotite- 
granodiorite-porphyry, 他 は biotite-grano- 
diorit? jC UC, M2 Hs GHUNICTEE し 
NRA, FFE MT RRA A 
SOMO CES, WUC 2 1ER BIC 
CROAAS WR e St EBL L, 
CDA BYNES RE MET, FH vy SO 
hr, FEA, WSZep, HK it MA Oo 
BRAT BME Yo MA TID ARLE 
BAMBI ZU, Hota と 階 作 を 
る quartzporphyry dike と 成分 の 同一 な 
る アル カリ 人 花 閥 岩 な り と 結論 せり eMin. 
Mag 22, 494~509, 1931.)C 瀬 戸 〕 

2083, N. S. Wales の Marulan i 
FD AG BE VERA Osborne, G. D. 
Marulan の 町 は Ne wSouth Wales の 


Sydney の 南西 約 100 WicARILY, TO 
Marulan 
kilns な る 地方 あり て , quartzmonzonite と 
Silurian AJR OD HABER | ( Rida, 
FEEL BMT KC -C (x quartz-monzonite (i 
Woolnough Jim Gtengork gromodiorite 
type CBP KK He marble, 
hornfelse, skarn 及び hybrid diopside 
rock (Kb, AMR AO & FF LC 
HEKL, 更に marble 及び hornfelse は 不 
Rite Zi AIR © FRE Bic He CARY 


L, hybrid rock は quartzmonzonite 


magma |< (Kir B AiR D HRA O AEE 
用 た ょ り て 生じ , Skarn は 鐵 , RUSE IC 
富む 岩 柴 溶液 に より て , HO tS 石灰 
岩 の 変 代 作 用 に 基づき て 起 る と 逃 べ た リ 
(Geol, Mag, 68, 289~314, 1931.)C 瀬 戸 〕 
2084, FItHRALAT 3 BERRA 
岩 Ogura, T. « 

南 演 洲 撫 順 城 陰 近 馬 金 江 子 に は 内 光 性 
RAAT 2 BSE iA BST 9 BE 
KEEL, 4cm を 越 ゆ る ペル ト 長 右 の 外 
ICRA AE, MERE LY 成り , ERD 
AKAM et Ft. Xr bh BMA ek 

OR 6 KGS BL, Hh の 中 央 ほど 
VEVATE YD 9 HERA iE Or 72, 5Abs7 str Yo 
所 調 右 基 長 石 は WERKE BL, BER 
に 接近 する ほど 強度 を 加 ふ 。 MAL Ory.s 
Abj¢,7AN14,6 に し て Oligoclase-albite な 
Yo RAO HE LIC k S EPEIRR 
OPEC BL eats. LEMME 
の 肉 光 性 は (010 う 面 に 限ら ち れ , FLW KE 
EMMY COMTI AGES Va it 
TAS b HERR IL IR MICS BSL 


の 南東 約 5 Wc a The Lime- © 


52 


議 す る も ゃ の に し て , 著者 は 長石 中 の OH 
物 及 び 堤 津 才 授 の 謀 か や れ た る が 如き 特種 
DATEMICGST SBR OEY LHe 
Yo (Memoire Ryojun Coll. Eng., 4, 111 
~120, 1931-6 4) 

2085 1929 年 に 於 ける 中 央 アフ リカ の 火 
山 活動 Bowen, N, L. 

192946 Uga da Geological Survey 
及び Carnegie Institutin om psPeicc 
Kivu he OA EAR Vo WEE 
WIPER © Py ic SZ Nimagongo 及び 
AMUSE SICK BH Y 。 
Namlagira に は 特に 登山 し て 親しく その 
活動 を 見 得 た る が , 炎 口 は terraces と 内 方 
の lava pit と より 成る 
の な りき 。(Bull. Geol. Soc, Am, 42, 195 
~196, (1930) (yeu 


2B hk 8 


9086, ZR Stords BO BUCA 
ORAILRT Kurek, J. 

Stord5 高 は 諾 威 の 南西 隅 に あり リ , 東西 
約 12 Kf, 南北 約 25 KE @ Pp Wee Sd, 従 
來 多 敷 の 太 床 研究 者 を 憶 や ませ し 著名 な 
} JMR He BEDE te Yo 

DAIL 級 密 細 粒 の DHE & BL, RO 
FIC Ae & So C1) Schwarzkies, (2) 
Blankkies, (3) Magnetkies (4) Storp 
“(IEDR OH © VE tet 
GRD LC, AIC MUIR & tL A Ae 
hihi CHAT OS HME LX 
Wie GHLMH AK SY CLARA AL 
Hj@t. Blankkies (4 Vi © mite BIC 
KAY. L» St. Foslie に ょ れ ば Schwarzkies 


Namlagira 


composite の る も 


Schwarzkies 


鉄 193¢43) 


より る % PAK OL L & tr, ORE 
DAP RED wie YM te Y . Magnetkies は - 
Die SRK IK JE BAP LL CHL 3 YO, 
Storp は 不純 な る Schwarzkies 2 % fF 
べき も の に し て , Schwarzkies & Hides と 
の 移 化 を 示す 一 階 竹 な り リ 。 

一 般 に BMAGHEDR RO 成因 に BUC 
は 種々 の 意見 が 闘 は され ; RO RG 
ACTS BA ok te SSL LBA bh 
し が ぶ が 基 後 Vogt Kiti2 & AMMA YL 
な し , Klockmann 氏 は 特に 護 威 の 西部 に 
S B BABE ROR AK RIC LC, BE - 
UDR (LEER k UB LA SLOLE 
明 し , Falkenberg Gia HAART RKO ABR DR 
& OE UC ROK MORMR eS C Le 
し が , 更に St. Foslie 氏 は 成因 的 に 三種 
FRIC [ae VAD CD) Sata Ais Our 
WICARS % DISC B LIC YL 
た る も の , (2) vem FLV ALE 
る も の に し て 芯 岩 と 不 整 合 を 示す も ゃ の, 
(3) Bk tel aIchRS 52 OICLT, 
熱 水 次 液 ょ より 生じ た る も ゃ の 。 以 上 の 如く 
其 成 因 は 國 々 な れ ど る Stordok5 oR ARG 
Ai OP (CO & THAW BE & TT O L 
¥E GL gS Reet Mid, ABEL 明か に “Io 
成 生 に 係り , 初 成 の も ゃ も の は 極め て WEE 
る に 有 反し, 三次 成 の も の は APALEL IC LT 
BETTI DAK, を BES SL, 磁 硫 鐵 
DRASANIR & te LC HEM Eva C Tk, 
BOUT AS Hie aa CRI HT SESE EY 
考 へ , 黄 鐵 斑 は IX IS Hida & aD 
原因 事情 の 下 に PRUB LT IKE te L, 大 
BRR % Be AHO BUR aie tt BT 
D FWRI HY Os “CEE LC Ba TE BA Dk 8 Sid 
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BLU? SLOLBG~) CRO BRM 
A ih FOS AS BY Be PAC AL Bae Zeit. 
Prak. Geol., 5, 74~79 1931)C Hp BY 3 
2087, 793% Bleischarley HRUOZAR 
SRB Be Be Schnciderhohn, IT, 

COMM OBA MERE ALT LCE 
つて 有 有 名 に UTC, SMSO IC HSC (ak, Aa 
SARL HPHHKR jordanite (Phy AsyS7 ) 
を 核心 と し て TOPIC BSE L, HEM 
AAS IS TIL ERT, A BOR De A oh 
WSR IC ARR IC RAE LC VIC aS BLD & 
見 る と と な し 。 著者 は TEAR, ARK 
HASH DRE O 分 析 泰 を 示し て , As は 主 に 黄 
CO PIC BAe bit, ABR 及 NRE TR 
中 に は 微量 存在 する の み に し て , RS ¢ 
As は isomorphous mixture と し て 存在 す 
S46 ODRHS~LLZS.(Chem, Erde, 5, 
385~395, 1930)L PBF) 
2088. SRRBeBTA2I7FVZe2OO 
MMIRABAILRET 園 府 健次 

RP* VIR OFSFHG HIE KV Ex LB 
ih BIG OM FB P Lea の 小 な 
SOWA EM & PEE t ONT IC 


TEP ARK Bf 部 

A B A B 
SiO» 9-93} 8-93]| 10-56) 10-56 
Al,Os| 2-21) 2-21) 5-09] 5-09! 
FesO02| 2.24! 2.94) 28.69] 29.69 
MnO | 43-22) 46.47| 39-57| 42:54 
CaO 5-41] 5-41] 217] 217 
MgO 3-09} 3-09], 1-75) 1-75 
COg | 18-19) 18-19] 4-28) 4.98 
SO3 6-76} 676] 5-01] 5-01 
BaO 6:57| 6-57] 0-65! 0-65 
Total | 97-62|100-87|| 97-75, 100-72 


別 せ られ , WMD & 分 析 し た る に RR 
の 如 lo 
ELD DHE RU AVR YRS ABE 
WIE XY, 著者 は 薄 桃 色 部 を 形成 そる 
は riodochrosite (MnCOa) に し て , Za 
酸化 分 解 し て 鐵 分 を 多量 た に 含め る 時 色 部 
を 形成 せる も の な る べし と 論じ , 炊 で 
DMF OD MA eB, AED ¢ lk PO 
ARAB Cpe KO MRT ~e Ck 
推論 を り CHR TR, 60, 1~8, 昭 6) 
Cp Ry) 

2089, Abie BOW O the RGR 
BK ; 

初 あ に DURA S WAHT 逃さ , 水 
成 岩 は 基 堆 積 時 代 は 確定 そ ざ れ ど る も , 所 
ay BRUNE TCO 産物 に し て , 火成岩 吐 
出 の 順序 は 1) ARSED 3 BYE BCS 
C2) 粗 面 岩 的 構造 を 有する 紫 薩 輝石 実 帆 
Aa (3) ATR C4) fh RCS) リッ 
AFF IT SEVERE (6) Bye sh BEA 
iia SIC UCHATOSRAORH 
ARERIC CMH o HAS MARKED 
CDE, TSAR, PARA DR, Ti Sa BE vt 共 
に 初生 に し て 生成 順序 も ELD 序 を A 
し , DESADR, HDR, G0, A Awa FRAY 
成 生 に 係る 。 

BA @ 8 LL DEPRES HAT Be 
EUG & RW ICO BRE A OL 
ILO FLO BAILED ( —-O RIEL VF 
化 せ る % ゃ の と 考 へ られ, HS 凝灰岩 OM 
出 堆 積 よ り HAR O YEA, ABER 
岩 の 噴 出 と な り , 最後 に BULK IC HDS 
BIR AS _b FEO TR» AG et IC UT され て 基 
Fah BERG BAL CHM SBOK 


op 


eae | 
x 


p> 
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し て , BZ ICPG S TERRA Nis 
最初 に WARE O BE AEA, BLE 
Tia D HAA EA 次 で FEL (EE 
CERRO RA Liz So HbA AS 
BEES] CRED fPIC EYE L, BESO 
ASB, HOT RRA, A, He 
BEIC UAE S te te } RE GRIRHL D [Al BA Hp AE 


ARROYO L, & ¢ -c 其 中 心 部 
ICJIA Clk PRA MR ALU, 2 CO 


Ue FIRE ACK SLORY) CWA. 38, 
380~390, WA 6 中 野 〕 


A oh ik & 


209). Coalinga 油田 の 地下 温度 


Carlson, A. J. 

Ib HBA BRU A BL EY 
な うり, 北西 方 の MBI HbA HCA I< 1 
RS 9 TVA Oil City pera 
方 に 廷 び た る anticlinal nose に し て ,) 
Westside yi Wt HL IC (HALE B HLA 
EMLAP IE V 9 筆者 は Oil City Beye o gm 
If 44 個所 , Westside peyhtrc pc iz 12 
ff VIF IC Bh CHW UE & WE Le 
& YEU eI REY JL © SAGRIC MC 
研究 せり リ 。 基 測定 せ MRE RAT IE 
深 さ にょ る 温度 の 匂 化 は 地形 に 支 覆 せら 
れ , 傾斜 の 方 向 に た 於 て は 地層 の 厚 さ に 左 
MezbS8OwV, MUCHAS th 
下 温 度 と は 大 な る 開 係 な きゃ の く 如 LO 
CB. Am. A. Petrl. Geol., 15, 829~836, 
1931.) CAA 
2091, 石油 及 瓦 断 の 集中 Brace, O. L. 

Texas J Pettus 地方 に 融 見 せら れ た 
SUN © Ary eB D jk PERE IL 100 HE 


PYRG DGD Mirando 油田 の それ と 全く 同一 
に て 基 含 油層 は Fayette 時 代 の も の な 
Y Mirando 油田 は 海岸 線 に 治 ふ て 堆積 し 
eS AYER ev vy ARGS IO JF Je LY 
な り , AEZEO 母 層 より 狭 き レ ンズ 
駄 の 砂層 に 集中 せる も の な リ り 。Pettus jy 
田 に 於 て は 前 者 と 同一 な る 短 態 な り 。 之 
SE Fi LD LIK RIK PSC FA ETE DA as Fr th ae 
ざる 地方 に て , ARAM O Brit Hs 
AEE ICL 開 係 な きゃ の に LTC, AVR HK 
Wo iA te STLBLAT SOO 
存在 に よる もそ もの な Vo CB Am. A. Petr. 
Geol, 15, 255~792, 193810 AAR) 
9092, Oriskany BBs Garrett, S.G. 
Sho RM 1930 CBee 
る も の に し て , 東部 譜 州 に 於 て 近年 BIL 
BENE SLOLARB Rie d WM 
Yo WUCHO ARM Bd devonian jy 
の Oriskany AA te V . Tioga cP SB 6 
{1 O RUPE IS 3,775~4,197 ft DYES Ic L 
C,H ES Ais 160,000,000 ZAHM Vo 
26 (HO RU 60 MoRRIC RS, 
BRS LIKED, HER 
PEROT Wa a 1 WO WRIC 7 Who PER te Y 
Schuyler 地方 に は 27 HO RUA} V 
1-3 WERE 7 Wo Wt Uo 基 産 類 は 
H # 6,000,000~7,000,000 HBR te V ok 
“kp Kis } BREIL Appalachian jy HR 
と 平行 て る も % ゃ の に し て , 適 営 な る 砂層 の 
存する 場合 は この 背 斜 構造 の 他 の 個所 に 
於 て も 有望 な る も の な リ CB. Am. A. 
Petrl. Geol., 15, 837~839, 19831.9C 入 木 〕 
2093, HBA kY BS MORK 
Clark, K. A. 


Sabinoville 
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Alberta 湊 青 砂岩 より 湊 青 物 の 分 離 研 
FED SAI BMT 8 HK ETL Yo 即 
Bi a IC BIC CED 2 Zo TE 
液 を 加 へ 85°C 1c BL BS°COIW Kc CHK 
HS SLORV, COREL WOR TE 
FANG RE FA B IC Bi TR) REIS AE SE CB 
We THI SBE Y ZHEROA 
は 何れ ゃ 酸性 に し て ,p 了 EE Re 64 な る 如 
《 く アル カリ を 加 ふ る と き は 最も る 好 結 果 が 
得 ら る 。 芝 等 砂岩 を 水 に て 慮 理 せ る 深 液 
を 分 析 せ る に 第 一 及 第 二 鐵 , アル ミ = ウ 
ム , カルシ ジ シウム, マグネシウム 筆 の 硫酸 増 
を 得 た り 。 即ち 決 青 砂岩 の 酸性 は 主 と し 
て 第 一 第 二 鐵 の 硫 硫 増 の 影 絡 に 因 る も ゃ の 
な り 。(Nature, 127, 199, 19810 AAD 
9094, California i#MISWS Saylor 
OBR Gale, H. S., Seoield, C. S. 
Taylor FR As Bx BBR 3 MUR wt a WY 
DYED ARRAS TOL DY) PEO KBB ye 
ALICE bi CARIEA eR ILA 
Was eet bar, lignin KAS SRA 
PE BS I ER eB ARWBIC Cc AREA & BE 
OU; PIL AEA AEM Bir, HS アル カ 
) Po CBE RIC CHa 2 SIC 
Peas /E Bere B dv, 中 性 の EYE IRC Bd 
る と き は 神 炭 が 形成 そら る まき も る も の な りす 。 
come California Fruitvale 油 由 に 
MEPS S & & (LIC ATH ei Eh ik 
Mo Ma kt (MWS SLLoORVS 
cB. Am. A. Petrl. Geol., 15, 709~712, 
1931) LAA) 


窯業 原料 三 物 
2095, Pyrex glass Digi#imR 


Morey, G. W. 

3 種 の Pyrex glass ( 主 成分 の 一 例 SiO2 
80-75, BzO3 12-00, NazO 4.10) & tye 
pes pe ae LAB I RR & Bet 
Vo SiRF ORAM ERO In (UT 
BEA hn {il te SERRA a hy & 0 
x (LMURS SEL EVG 


ay Fm | 属 ae a | He 
a -| am | 1077°¢ 
772 1-485 | 1042° 
776 1-473 | 1036° 
80%SI0g を 含む 他 の 二 成 分 系 の 液 相 


湿度 を 見 る に NagO-SiO2 系 1135°C, 
K20-S Oj 系 1160°C, Ba,O-Si0g ¥ 
1677°C, Al205-SiO。 % 1725°C で あり , 
% 0aO, MgO 及 Fe20g を 含む 二 成 分 
系 は 約 -1700°?C に 於 て 不 混 和 性 を 示す 。 
最低 の 液 相 温 度 を 有 す る Pyrex glass 774 
は 835°C に 18 APA (ROME quartz-tridy- 
mite $aH2 BDL F OM EIC & fay DF tridy- 
& ARKO Mike th EAT 3 IEA 
ES 
Soc., 14, 529~531, 1931)(44 4) 
2095; KAR LEO Mouticellite 系 
Beliankin, D., Ivanoy, B. 

著者 は 天然 産 monticellite 9 個 の 資料 
XU EAR D & HE OE & OB 
he KD Ree Yo MA CaO: 
(Mg, Fe, Mo) O=1:1 #383H 2 L, 
2MgO - SiO» が 2(Fe,Mn)O.SiOg に で 
MIKRISLLOL BEX) 5 HSB 
PS SMIRAS 1/38Ca+-B+y) iat Fe 及び Mn 
の 量 と 共に 増 し 叉 複 屈折 で Qt- や は MgO 


mite 


(Jour. Am. Ceram. 


cil 


co 
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に 富む 部 分 に 於 て は 殆 ん ど 一 定 な れ だ どる も 


Fe, Mn (chee BRIO CAMS ih 


角 は 純 薩 士 壇 の "2V=909° EY Mn- 
Monticellite 60°, Fe-Monticellite み の 
45° まで 減少 す 。 COB Ural Mts 
FEE SUEDE! © lA) DRD ICM VG x 
DHALM Id «=1-666, B=1-677, y=1-682, 
1/3 (a+8+4)=1-675, 7-x=0-016, 2V= 
—70° KUCH VY 2MVg0.SI0Og=54 
2 を 得 た り 。 HRB AIMEE U Rw 
% Othe 51% と な り よく 一 致 せ り 。 
Enouro .Sci., 22, 72~80, 1931) 
UA) 


2097, BEARER ATO RAESKA 


EOEMKR Faick, C. A, Fnn A, N. 
21 {fi D SESE MRA Fe 21 個 OBE 
REESE & ASH ICIST (EUS 
WL D RPTBRE KD EWE VS X 
o #4 yt —fst, CN—1)=aA-+bB+cC 
CHILE So A,B,C AHEM, BRA 
IROBH Wilk, 叉 a,b,c (4 RHR Lie SH 
BY) o ANIC KV MAPA LK LOI 
OBIE ms Ze & EY & SIC, MBH 
HE IC RD KE] © Kt HAF D RFA SK 


DA -MPRe 有する 種々 OM FoO 


BADER S ETE Lo WEE © 
RRA TP ICED 3 EH 2Na 20-3 
SiOg 及 NagO- 3SiOg wHfislr: oS 
function を な す と と が 知ら れ た り YuCJour. 
Am, Ceram, Soc., 14, 518~528, 1931) 
CHARI 

2098, fH-EMFRARAR Salmang, H., 


‘ Rittgen, A. 


HS ty Bl heat & Vc VR ac 


(EAB LIC PSC RLS Le BR LOW 
REAKRE & RFE A LUG AR AREB OY Fe 
O SBM & WD IC Lie) LER YS 
BURAK ORALIC £ Z 80° ~160° Digit 
PW OBE IC BER BS & 200~300° wm HK, 
4, Metakaolin の 生成 を 意味 する 480 ~ 
650° Hi8itk, 600~850°C mE L & IGHE 
VE, Metakaolin ys 800~1000°C に 於 て 
sillimanite, y-Al203 Je AiR DSIO yg 
に 分 解す る と と , BRA T00~ 
800°C に 於 ける 膨 用 駄 態 は 灯 土 中 に 存 す 
る 克子 の 貫 移 に | 因 る と と , RIA 
土 の 300~400°C 1c HA 3 BRE ERE 
TRB BET IK Ey © BRE IC BLS Go Le Y 
WAS ( DH APGIAIC RE CANT BRS 
果 を 述べ た を たり 5 CSprechs al 64 Nr 24~ 
28, 1931) GE AD 
2099, FRB ROKA 門田 重行 
PARA GMTGE © YP ABRIL BUSSE A 
WROD AKA Sa REE BA Ic 
JS AR Ls Fi} ETRE L DR & te os KML DE 
Ai D PLL ICUS. BEX HRI SLOH VY 
Ye A's (Cid ERA BRR A, SER, 金 紅 
A AX AL RA, MEER RVUEA & 
含む 。 KAR 4 Piso MRK fe 
FACT AY SSRI SLOICLT, 
DEIR 2 ERE UA HE a 16 (EJ © POT & te 
BET o HRVEFL AK & FEIC EEA DR 
期 を 代表 し , RRA IC It ELC FREES 
eV, FHACHR SOR i SDR 
RIK & AU PIR AAR AA OW 
Be LAOR'D ARG AEs t (ELC 
WE KA B BE CHR & CHE ABR © J&A 
LEY o AIC BOKER D BLUE fi) SG I< tee 


138¢43) pb 
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( BES oR a A AIRICHIRS 34D 
we) owe. 38, 432~437, 16) GEA 


石 


2100, HAROWS 岡 新 玉 。 

PEAS C BLAERR ITS 3 POR © FE pre let 
に 就 て 上 中 下 の 三 部 分 ょ より T5~100FEK 
DOPE KEIR L, 4D 物理 的 及 化 年 
WHE 4S へ る も の に し て , 目的 と する 
所 は 上 下 等 石炭 が 内 地 賠 に 上 比較 し て 如何 な 
る 位置 に た 存する か を 報告 し 探 炭 事業 者 の 
繧 湊 的 資料 の 一 端 に 供 せ ん と する に あり 

即ち 物理 的 研究 と し て は 外 癌 及 題 微 鏡 
交 研 究 を , 化 皇 的 研究 と し て は 工業 , 元素 
同 分 析 を 行 へ リ 。 DHARRE V She Sak 
等 石炭 の 特性 は 硫黄 . 灰分 RIBBED IC Z 
し き 事 な り 。( 水 曜 深 誌 6, 571~580, 昭 和 
64) CEB FL 
2101, BICSaPIC OC ESARIBE 
S37 @e{E Legraye, M. 

ADR FENL PRED OBR CZ IC HST 
400°C) ick SBME Liege RAK UR 
Ie 6 Hrs Rank に 属す る 12 種類 の 
石炭 並 に その 内 の ある も の より 取り 出せ 
る 4 種類 の Vitrain 及 2 種類 の Fusaipn に 
就 て 測定 そる も の な り 。 基 結 時 を 見 る に 
PREMIC XS HEED OPS HBF IK BAS 
あり 。 Wh 15~18% YW LOREDEA 
FS SAIC TE 次 第 に 減少 し , 以下 の 
HRD LAS SARIKIST AHO CHB 
POLE OPI Ind . Vitrain (rm AE 
の 開 係 を 有 す れ どる も , 増減 の 度 は mic 
Bibi Vo MUCH ink Y pb ic ws 3S 
HRD BA Blt 20% 7% VG 


LL 
ie 


WANE ANE 15 26. F OFPED EAT S 
BDOICHY CME RE Lo HED 
18% VLE LA SSL OLHE., K 
IA} PHS RSE OL FT, Vitrain 
SAREE & HK te SBR EAT o 

BEoOMP>DB~ TC Vitrain oh BtAy 
PALES ME ES 9 HEH IX _balto 
ALP RD LOIRE URED ett 
eHMSZ%Ok EC Durain の 重大 な る 
意義 を 有する 事 を 指摘 そり 。 (Fuel, 10, 
172~174, 1931, Chemie et Industrie 25, 
18, 1931) (#8 FLD 
2102, PIE RHE (THOU SARO 
自 燃 性 試験 Kreulev, J. W. 

婁 つて 著者 は 石炭 並 に 同種 物質 の 自 燃 
MEW EHO Te 3 Blo Rie BRB 
Yo ARPS IEE © BRE Te SEES RR 
Vict ZBTOk SABER VOR 
BIRO MM Lo 1 IRA 61% FRB 24-8 
% D Aries 2 灰分 452 FRET 35126 の 
Fibres 3+ 水分 17-12%, JRA 9-0 % FRB 
99:3% DO tia 4 IRF 6-276 IRF2-0% fi 
BD 15-4% 0 Ki 

LEOARKLURDK SKE OWE 
REIL ROM Lo 

試験 石炭 は Bip~Boo OD BACHE L Ze L, 
FLO CC REIFF 9 ZIC COg DK 
流 を 下 か ら 上 に 通じ , Boa & 置換 せる 後 
測定 湿度 CM ntel-temp. に て 120°C) を ま 
CINE 6 

SHEL BE IC “C GAYE] © FRE aS _E alt o> He 
HEX Y —4°C に 洋 す る まで 保ち , 其 後 毎 
時 10 WOO PRI SAH SC 同時 に 
Manteltemp. % —/e jl RE IC -C ANZA L, 試料 


ib 
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> Ya EAS by HB WWE WEEE 
BED UC と UC ANAS CHL 
Bde T(E HR E & 4.7 2°~B°C と な 

Lil Bb HIS BEACH -~< & fe BSA Ic BB 
LYES%OET— KO CHB & AH 
ULE OD HRB S Rie SIC ib BF, 試料 の 
Brim HRS Rie S OMPD V  (Brenr- 
stoff-Chem, 12, 107~111, 1931) C#&L) 
2103, SAE IE (SE HERARICHET Jurasky, 
K. A. : 

ARIS DSC EAS LAME © HPD Ae BE Be 
ME LOB RICU CU, Me 及 TH 
OWNS S FERRIC RY 。 

WEA THR P ICL BL Fusit が 
Bi OWS OS the BAS る Conif- 
ercholze に 属す る HBT & HL, Fusit の 成 
PA % BW IS £ SHA PK PRE IC Br S & 
も の と 推定 し , 右 炭 類 の Fasit x ~% lat 
OMA LS $O LET VY 6 TARE 
代 の 石炭 中 に 樹脂 の 存在 する 事 は 未だ 高 
人 の 一 致 を 見 ざる 所 な れ ど る も , 著者 は 種 
AMSRM EV ZED bilo MS ee 
S60 VQ (Brevnstof-Chem, 12, 161~ 
163 1931) CA FL | 


Se B 


2101, FEBS OBS Krejci, J., Ott, 

FEIT WD Hes & Crystobalite の 生成 
に 開 し て は 従来 研究 され た る も その 生成 
© jin EIR Hin FA > A [ed EUS BA LC a & te 
Y So FEA IE ALE IC S EPR 7 RA fil 
物 を 含め る も の 等 を ベ X 線 的 に 種々 研究 し 
・ て , PREIS ZZ. S% OR 1150°C に 5 時間 
加熱 せる も ゃ の は MAAK e BE, Zia 


Crystobalite a Iy)iitte 2 Xia F YRS Re ae 
Yo また 500? を 超え ざる 温度 に ;1009°C- 
REA LSU fA SLO, 
NKHRO PEO KE BALD SHG MND TELE 
FZcoLEMY Lat Crystobalite な る と 
LEMEDEY « —fRIC MIC PST B BEIC 
Crystobalite.o t§ % 2 Z & slk~-c, SiOx 
の 他 の BEL BE XS 理由 , 及び 一 般 に 
所 調 非 品質 苦 可 ま より 特定 の 湿度 に 加熱 し 
CH DAES SB BBB HT ALIC EAE Vo 
(J. Phys. Chem., 35, 2061~2064, 1930) 
(高根 


ARAWBBOR A Bo tes we 
te SH HEIC AFD Mi き 世界 有 敷 な る 
火山 國 に 於 て , 基 研 究 を 促進 普及 せ し む 
SHE -MBE ORM Be LiL, AI HK 
BK OWLS o Mts) Las Heit-b yi, 
WHE, DATE AO Bub te S BH Kk 
TAK * TO HUD PUI L, HS 4 月 
5 ARIA IC PARE Davie B 東京 
WHEE REAR GARR KES Be 
を 機 と し , そ の WS MLE IC A 3 ICSE 
ち , PN RBA EY ARAMA SB 
DKS & * OMEGUETIC SSS LICH 
LcHbtr 3 ERS 0, WADI A 
FRA eae aR, 1 EE 
OK Ie HH S ARE VC, 第 一 回 
fLZVaRS LBA, Mix Aart So 意見 の 
HES V, ALO HB Ae BOC 更に 
ZeEMIScLE LD PML MS WHS = 
主唱 者 に 加 ふ る に 坪井 , 伊藤 , 津屋 の 在京 


= 


500050) 


bie 


三 氏 を 以 て し , と れ ら の BAG CORO 
IIS HOC SEIS 創立 協議 省 を 供し, 次 の 
We BRAW 2 RII BAL RSS 
と を と な れ り 2 
AAAS Ye 

1: RSE A ASA BSC The Volcanolo- 
gical Society of Japan) Lt > 
ABASIC © ALIS BD % ith 
科 の 進歩 普及 を 賠 る を 以 て 日 的 と す 
3: RAL WA Me HET 3 7D HAS 
Ae Ae x HR (Bulletin of The 
Volcanological Society of Japan) を 
BF o 但し 管 分 の 内 年 二 同 鼓 行 と 
Fo 


tS 


iP 


BION EAE +5 

D KBICA OBA RE Co 

@ & 1.4% 

Neem HFK 

# 員 FH BUONCRBE 
Ey mB & 1 ¢ 

wow REG 

6: ARE TAU SEC OT HAH Te BL DE 
GES NICHES ZC LHSZSXLO 

7 AG is 毎年 一 回 弧 質 を 開き , SHE 
報告 す 。 

PB) WANT 4 4 JS Sh eB Ge ga @ 2 Je 
IC AAAS & BA & AES & 
BRIE T 0 

38 Cts ( PA ORES kev oH 

WEE te W % DBR iit S EB I 

ZMAW OB MAR PEAY UII 


KEANE ReME<L. Bike - 


年 6 月 11 A ORR, T~8~9 月 と その 
Th De HERR L, 大 後 再び PIED KGB E 
て る る も; 本 年 8 月 12 ARE RE 6 MOM 
震 あ り , 13 日 に は ほ は 13 回, 13 日 より 14 日 


「 にかけ て 37 HP OMBENMESEVOCE 


1 & SSE © FRAME LIC HGP OD eC 
A» 同月 19 日 午前 8 時 15 分 頃 大 音響 と 
共に 近年 季 な る ERR BIE, WBE O 
戸 障 子 の ROME LC, A 戸外 に 飛 出 
ULES. COMB 8 時 13 分 3! 
移 長 野 測 候 訂 の 地震 機 に 感じ , 震動 4 分 
50 fb, 最大 振幅 58 ミク ョ ン , また MS 
群馬 雅 松井 田方 面 に 流れ , 長野 ELM 
XY BBP, HES MGR IEG MIC A Ck, 20 
分 間 に 豆 つて PAULI © PERS Y , Sheil 
DREKIV LHD So 

BEA Ce OMS 月 20 上 日, 午前 3 時 12 分 
30 FE te E te KERB & BGK L, 噴煙 天 に 
WUC RA ICM ® 噴出 せしめ , 山上 一 


THAD PRE E HEL, BERS GR MMIC 属す る Aba 


DEEZ NW 2 OSA 4 (LEK OBA 
BUNK 3 BER LEICA OC i & ie 
あめ ; WEA Re UFR RL, I] HERG 9 時 44 
分 第 三 回 の BREE OD 際 に は 。, 噴煙 爆音 更に 
ALL (5 小諸 町 方 面 また その MAIC HEIL 
れ て , LARA EWR & te D , HERR iT 


の 降灰 は 25 分 間 に 豆 れ り 。 TAA 長 測 候 7 


WiC HAS BBR LUNE, 9 wk 44 Gow 


i 12,000 m 4Bic3EL, 追分 に て 野 測 し た 


る 懲 動 は 19 日 午前 6 時 ょ より 20 日 午前 2 


時 まで に 23 fa icse wey & Bar CHA 


FL, HOaC A AL MABE FH 2 PAE) CRB BS) 


